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以下のアイデアは，家庭だけではなく
クラスでのレッスンにおいて
も役立てることができます。
「慎み深さ――主への敬
意」18ページ――「神殿参
入のための慎み深い服装」の
項を読み，家族に最後の
二つの段落にある質問
に答えてもらいます。
（話し合いの中で，適切な服装をした
ときのことを子供たちが思い出せるよ
うにしてください。）学校，職場，社交
行事といった神殿以外の場面ではど
のような服装をするべきかについて
家族と話し合いましょう（『若人の強さ
のために』14参照）。

「永遠の家族を築く」34ページ――
堅固な土台の大切さについて説明
するために，積み木で小さな塔を
作り，いちばん下の積み木を引
き抜きます。記事を紹介し
ながら，デ・オヨス長老の父
親がどのようにして息子
のために堅固な土台
を築いたかを注意し

て聞くよう家族に言います。土台
を強めるために，あなたの家族

ができる方法について話し合ってく
ださい。
「これまでの……人生で最大の試
験」38ページ――紙を何枚か用意し，
1枚に一つずつ，家族が直面してい

一　般
2 大管長会メッセージ――わたしたちも，そう生きられますように　
トーマス・S・モンソン大管長

8 D・トッド・クリストファーソン長老――主の僕
しもべ

となるように備えられた人　
クエンティン・L・クック長老

18 慎み深さ――主への敬意　ロバート・D・ヘイルズ長老
25 家庭訪問メッセージ――姉妹たち一人一人は天の両親から愛されている娘であり，

神聖な行く末を受け継いでいる
28 家族の信仰　キンバリー・リード
41 聖文研究を常に実りあるものとするために
44 末日聖徒の声

大聖堂にこだました賛美歌　コリン・アラン
忘却のかなたから現れたすばらしい求道者　ペリー・W・カーター
パンと証

あかし

ビダ・H・リデル
わたしはほんとうに知っていたのでしょうか　
ジャスティン・ゲラシターノ

48 読者からの便り

表紙
写真／キンバリー・リード

「フレンド」表紙
絵／ロジャー・モツクス
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数字は記事の最初のページを表します。
霊
たま

に頼ることについてマヌエルが何
を学んだかを探しましょう。最後に，
教義と聖約第11章12節を読みます。
「宣教師になる練習中」F14ページ
――パブロの話を紹介します。家族
が伝道に出る準備をするうえで役立
つよう，教える，アイロンをかける，計
画する，聖文を研究するなど，宣教師
が学ばなければならない技能を訓練
します。（『わたしの福音を宣べ伝え
なさい』には，さらに多くのアイデアが
載っています。）最後に料理をして，
ごちそうを作りましょう。伝道に出る
ために今できることについて，具体的
な計画を立てます。

る問題を書きます。アンドレアの話を
してから，40ページ右下にある「主の
教科書」の欄を読みます。家族に紙
を選ばせ，その問題に取り組むうえで
役立つ聖句を探してもらいます。
「今度はちゃんと聞くから！」F10
ページ――聖霊がどのようにわたし
たちを導いてくださるかを教えてくれ
るゲームをしましょう。家族の一人に
部屋の外に出てもらいます。主を描
いた絵を部屋の中に隠します。部屋
の外に出ていた人に，中へ入って絵
を捜してもらいます。絵に近づいてい
るときは「暑い」と言い，遠のいている
ときは「寒い」と言いながら導いてあ
げます。マヌエルの話をしながら，御

み

青 少 年
14 パンと水以上のもの　ライアン・カー
17 ポスター――霊のごちそう
24 ジョセフの教え――死の時にあって慰めを得る
26 質疑応答――教会に来なくなってしまった友達が何人かいます。

彼らが教会に戻って来るために，わたしは何をしてあげられる
でしょうか。

34 永遠の家族を築く　ベンハミン・デ・オヨス長老
38 これまでの……人生で最大の試験　アダム・C・オルソン
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7 年ほど前の9月の晴れた日，突然，そ
して何の前触れもなく，ニューヨークの
世界貿易センターの二つのビルに2機

の飛行機が衝突し，恐ろしい破壊と死をもたら
しました。テロリストの企てにより，ワシントン
D.C.とペンシルベニア州でもさらに2機が墜落
しました。これらの悲劇によって何千人もの男
女，そして子供の命が奪われました。楽しい将
来の計画は消えうせ，代わりに残されたのは，
傷ついた心からわき上がる悲しみの涙と悲痛
な叫びでした。
その日の惨事によって直接的に，あるいは間
接的に何らかの影響を受けた人々から，数え
切れないほどの便りが届きました。レベッカ・シ
ンダーは2001年9月11日火曜日の朝，ユタ州
ソルトレーク・シティーからテキサス州ダラスに
向かう飛行機に乗っていました。悲劇が起
こったとき，合衆国中のフライトがまひしたため，
彼女の飛行機もテキサス州アマリロに着陸しま
した。シンダー姉妹は次のように伝えています。
「わたしたちは皆飛行機を降りて空港のテレビ
を見つけると，状況を伝える報道を見ようと

その周囲に集まりました。乗客たちは
自分が無事に地上に降りたことを，
愛する人々に電話で伝えようと列を
成していました。このフライトに同
乗し，伝道地に向かう途上にあった

12人ほどの宣教師のことをわたしは決して
忘れないでしょう。彼らは電話をした後，空港
の隅で輪になってひざまずき，祈りをささげて

いました。すぐに祈りが必要だと感じた心優し
い若い彼らの姿を，そのままご両親に見せられ
たらどんなに喜ばれるだろうと思いました。」

死の暗
くら

闇
やみ

を追いやる
死はすべての人にいつか訪れるものです。よ
ろめく老人にも訪れます。人生の旅路の半分も
歩んでいない人に来世への召喚状が届くことも
あれば，幼い子供の笑い声が失われてしまうこ
とも少なくありません。死は，だれも逃れたり，
否定したりすることのできない事実なのです。
死は，しばしば侵入者として訪れます。人生

の祝宴の最中に突然姿を現し，光と快活さを
消し去っていきます。死はわたしたちの愛する
者の上にその重い手を乗せ，わたしたちは時
折，当惑と疑問の渦中に取り残されます。ひど
い苦痛や病気といった特別な状況にあるとき
には，死は，憐

あわ

れみの天使として訪れますが，
ほとんどの場合，わたしたちは死を人の幸福の
敵と考えます。
しかし，回復された真理の光は，死の暗闇を
追いやります。
主は言われました。「わたしはよみがえりで

あり，命である。わたしを信じる者は，たとい
死んでも生きる。
また，生きていて，わたしを信じる者は，い

つまでも死なない。」1

墓を超えた命というこの確信，そうです，この
神聖な確証こそ，救い主が約束された平安を
与えてくれるものです。主は弟子たちに約束さ

命は何とはかなく，
死は何と確かなもの
なのでしょう。
わたしたちは
自分がいつ
この世を去るように
求められるか
分かりません。
だからこそ，
わたしはこう尋ねたい
と思います。
「わたしたちは
今日
き ょ う

をどのように
過ごしていますか」と。
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4

れました。「わたしは平安をあなたがたに残し
て行く。わたしの平安をあなたがたに与える。
わたしが与えるのは，世が与えるようなものと
は異なる。あなたがたは心を騒がせるな，また
おじけるな。」2

カルバリの暗闇と恐怖の中に，小羊の声が響
きました。「父よ，わたしの霊をみ手にゆだねま
す。」3 すると，もはや暗闇は消えうせました。主
は御父のもとに帰られたのです。主は神のもと
から来て，神のもとに帰って行かれました。同じ
ように，この地上における巡礼の旅を神とともに
歩む人 も々，祝福された経験を通して，神を頼る
子供たちを神はお見捨てにならないと知るので
す。死の夜にあって，主の存在は「光よりもよく
照らし，知った道よりも安全」なのです。4

サウロはダマスコへ行く途中，よみがえり栄
光に満ちたキリストにまみえました。後に，パ

ウロと改名した彼は，真理の擁護者，ま
た主の業に働く勇敢な宣教師とし
て，復活された主を証

あかし

しました。

コリントの聖徒たちに向かってパウロはこう宣
言しました。
「キリストが，聖書に書いてあるとおり，わた
したちの罪のために死〔に〕……
葬られ……聖書に書いてあるとおり，三日目
によみがえ〔られ〕……
ケパに現れ，次に，十二人に現れ……
そののち，五百人以上の兄弟たちに，同時
に現れ……
そののち，ヤコブに現れ，次に，すべての使

徒たちに現れ，
そして最後に，……わたしにも，現れたので
ある。」5

この神権時代に，これと同様の証が預言者
ジョセフ・スミスによって雄 し々く語られました。
彼はシドニー・リグドンとともにこう証しています。
「そして今，小羊についてなされてきた多くの
証の後，わたしたちが最後に小羊についてな
す証はこれである。すなわち，『小羊は生きて
おられる。』
わたしたちはまことに神の右に小羊を見た

からである。また，わたしたちは証する声を聞
いた。すなわち，『彼は御
父の独り子であり，

彼によって，彼を
通じて，彼から，もろ
もろの世界が現在
創造され，また過去

に創造された。そして，そ
れらに住む者は神のもと
に生まれた息子や娘と
なる』と。」6

サウロは
ダマスコへ
行く途中，

よみがえり
栄光に満ちた
キリストにまみえました。
後に，
パウロと改名した彼は，
真理の擁護者，
また主の業に働く
勇敢な宣教師として，
復活された主を
証
あかし

しました。



これこそ，わたしたちを支える知識です。
わたしたちを慰める真理です。そして悲しみ
に打ちひしがれた人を影から光へと導き出す
確信なのです。それはすべての人が受けられ
るものです。

今日
き ょ う

，何かを行う
命は何とはかなく，死は何と確かなものな
のでしょう。わたしたちは自分がいつこの世
を去るように求められるか分かりません。だ
からこそ，わたしはこう尋ねたいと思います。
「わたしたちは今日

きょ う

をどのように過ごしていま
すか」と。もし明日のためだけに生きるなら，
やがては，無為に過ごした昨日ばかりが残る
ことでしょう。「自分の人生を見直そうと考え
てはいるが，最初の一歩を踏み出すのは明日
にしよう」と，ずっと言い続けてはいないで
しょうか。そのような考えでは，明日は永遠に訪れません。そ
のために今日何かを行わないかぎり，そのような明日が来る
ことはないでしょう。歌い慣れた賛美歌はこのように教えて
います。

なすべき業ここにあり
その時は今あり
「いつかなす」と言いて時を
過ごさず，今日なせ 7

自分自身に次のように問いかけてみましょう。「わたしは今
日何か良いことをしただろうか。」「助けを必要としている人に
手を差し伸べただろうか。」そのような問いかけは，幸福を
得るための原則であり，だれかに感謝の心をもたらすという
満足感と内なる平安を得るための処

しょ

方
ほう

箋
せん

です。
自らをささげる機会は確かに無限にありますが，すぐに失

われてしまうものでもあります。わたしたちには，喜ばせるべ
き心，伝えるべき思いやりの言葉，与えるべき贈り物，なすべ
き行い，そして救うべき人々が存在します。
「あなたがたが同

はら

胞
から

のために務めるのは，とりもなおさず，
あなたがたの神のために務めるのである」8 ということを心
に留めておくならば，チャールズ・ディケンズの不朽の名作『ク
リスマス・カロル』の中でエベネーザ・スクルージに自分が
失った機会を悲しげに語りかけたジェーコブ・マーレイの幽
霊のように，つらい立場に身を置かなくて済むことでしょう。
マーレイはこのように言いました。「いやしくも，それぞれの置

かれた小さな範囲中で，いかなることのため
であろうと，熱心に力を尽しているキリスト教
的精神の持主であるならば，さまざまの有益
なことをするためには人間の生命は余りにも
短か過ぎると思う筈

はず

だということを知らない
のか。また，一人の人間が失った人生の機会
はいかほど後悔しても取り返しはつかぬとい
うことを知らずにいるのだ。だが，私もそう
だったのだ！おお！私もそうだったのだ！」
マーレイはさらに次のように言っています。

「なぜわたしは気の毒な人たちをかまわずに
通り過ぎたのだろう？ 東の国の博士たちをみ
すぼらしいあばらやへ導いて行ったあのあり
がたい星をなぜ見上げなかったのだろう。そ
の星に導かれて訪ねてやるべき貧しい家も
あったろうに。」
皆さんも御存じのように，エベネーザ・スク

ルージは幸いにも後に良い変化を遂げました。わたしはス
クルージのこの言葉が好きです。「わたしは今までのわたし
とは違います。」9

ディケンズの『クリスマス・カロル』の話はどうしてこれほどま
で愛されているのでしょうか。どうして今

こん

日
にち

でもいきいきとし
た作品なのでしょうか。わたしはこの作品が，神から霊感を
受けて書かれたものであると思っています。人の特質のうち，
最良のものが引き出されています。そして希望を与えてくれま
す。そして変わろうという意欲を与えてくれます。わたしたち
は，足を引っ張ろうとする道から離れ，心の中で歌いながら，
星に従い，光に向かって歩むことができるのです。そして歩
みを速め，勇気を増し，真理の光を浴びることができます。
あるいは子供たちの笑い声をもっとはっきりと聞くこともでき
ます。さらに嘆き悲しむ人の涙をぬぐうこともできるのです。
そして死を迎える人に，永遠の命の約束を分かち合って慰め
ることもできます。もしわたしたちが垂れている手を上げ，苦
しむ人に平安をもたらし，主がなさったように与えるならば，
わたしたちは模範によって，迷える者の道案内になることが
できるのです。

人々の心を満たす
命ははかなく，死は避けられないものなので，一日一日を
精いっぱい生きなくてはなりません。
わたしたちはせっかくの機会を台なしにしてしまうことがよ

くあります。少し前のことですが，わたしはルイス・ディッキン
ソン・リッチの感動的な小説を読みました。作品には，この真

もしわたしたちが

垂れている手を上げ，

苦しむ人に平安をもたらし，

主がなさったように与えるならば，

わたしたちは模範によって，

迷える者の道案内になることが

できるのです。
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理がはっきりと描かれています。このように書かれていました。
「わたしの祖母にはウィルコックス夫人という宿敵がいまし
た。祖母とウィルコックス夫人は，隣同士の家に嫁ぎました。
二人の家は，彼女たちがそれから一生住むであろう小さな町
の大通りに面していました。二人の間の争いが何によって引
き起こされたのか，わたしには分かりませんし，30数年を経
て，わたしが生まれたころになると，何が発端だったか彼女
たちも覚えていなかったことでしょう。二人の争いはちょっと
したいさかいなどという生ぬるいものではありませんでした。
まさに戦争そのものでした。……
町中，影響を受けないものなどありません。独立戦争，南
北戦争，米西戦争をくぐり抜けてきた築300年の教会も，祖母
とウィルコックス夫人による『婦人会会長職争奪戦』のため，
崩壊寸前となりました。そのときは祖母に軍配が上がりまし
たが，無意味な勝利でした。ウィルコックス夫人は会長の座
を逃したため，憤慨して〔会を〕脱退してしまいました。敵を
屈服させられないのであれば，会に所属することに一体何の
楽しみがあるでしょうか。そして今度はウィルコックス夫人が
『公共図書館の戦い』で勝利を収めました。夫人は，わたし
のフィリーおばさんではなく，自分のめいのジャートルードを
司書に任命することができたのです。ジャートルードが着任
したその日から，祖母は図書館の本を読まなくなりました。
突然，図書館の本を『汚らしい』と言うようになったのです。
そして『高校の戦い』では両者引き分けとなりました。ウィル
コックス夫人は校長を解雇しようと奮闘し，祖母は校長に終
身在職権を与えようと手を尽くしていましたが，校長は決着が
着く前に転職してしまいました。
子供のとき祖母を訪ねる楽しみの一つは，こっけいな顔を
してウィルコックス夫人の孫たちをからかうことでした。忘れ
もしないあの日，わたしたちはウィルコックス家の雨水用のた
るに蛇

へび

を入れたのです。祖母は口では反対していましたが，
内心は暗黙の同意をしていることが分かりました。
まさかわたしたちだけがそんなことをしていたなんて思わ

ないでください。ウィルコックス夫人にも孫がいたのですか
ら。祖母もまた，いたずらの対象にされていました。洗濯日
和の日は，決まってなぜか洗濯用ロープが切れて，落ちた洗
濯物が泥まみれになっているのです。
もしボストン新聞に家庭欄がなかったのなら，祖母はこん
なにも長く続いたもめ事に耐えられたかどうか，わたしには
分かりません。この家庭欄は名案でした。よくある料理のア
イデアや掃除のアドバイスだけではなく，読者のための手紙
コーナーが掲載されていました。問題があったり，ただ愚痴
をこぼしたりしたければ，『アービュタス』〔訳注――ツツジ科

の常緑樹〕といったすてきな名前で新聞社に手紙を書くので
す。祖母はその名前をペンネームに使っていました。そうす
れば，似たような問題を持ったほかの女性が『匿名希望』や
『悪妻』などの名前を使って投書し，自分はそのような場合に
どうしたか教えてくれるのです。問題が解決してからも，女性
たちはその後何年間も新聞のコラム上に，子供のこと，保存
食作りのこと，新調したダイニングセットのことなどを書いて，
文通を続けます。祖母もそうしていました。祖母と『かもめ』
というペンネームの女性は，25年以上文通を続けました。
『かもめ』さんは祖母の親友でした。
わたしが16歳ぐらいのとき，ウィルコックス夫人が亡くなり
ました。小さな町では，どんなに隣の家族を嫌っていようと，
遺族のためにどんな手伝いができるか見に行ってあげること
が，しきたりになっていました。何でも手伝うと言ったのが本
気であることを示すために，祖母はエプロンを着けて，芝生
を越えてウィルコックス家へ出向きました。ウィルコックス家の
娘たちは祖母に，すでにちり一つない応接間を，葬儀に備え

ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー へ の 提 案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたがたが教える
人々の参加を促すような方法を用いて分かち合ってください。幾
つかの例を以下に紹介します。
1．回復された真理の光がどのように死の暗

くら

闇
やみ

を追いやるか
について，家族と話し合う。本文の中で復活について教えてい
る箇所を読む。これらの真理は悲しんでいる人にどのように平
安と慰めをもたらすだろうか。
2．「今日，何かを行う」の項にある幸福の処

しょ

方
ほう

箋
せん

を示す。賛美
歌「今日われ善きことせしか」を歌うかまたは歌詞を読む。この
処方箋がなぜ幸福をもたらすと思うか，家族に質問する。どのよ
うなことをすれば，人々に感謝してもらえるだろうか。
3．人が人生の終わりに振り返ることのできる楽しい思い出

を家族に挙げてもらう。ルイス・ディッキンソン・リッチの話とこ
の記事の最終段落を読む。今自分にとって最も重要なものは何
かについて小さな子供たちと話し合う。後悔することなく，充実
した楽しい人生を送るように家族に勧める。



スクラップ
ブックには，
祖母から

「かもめ」さんあての，
そして「かもめ」さんから
祖母あての手紙が，
きれいに
はられていたのです。
二人とも知らなかった
とはいえ，
祖母の最大の敵が，
実は親友だったのです。

て掃除するようお願いしました。応接間のテー
ブルの上に，大きなスクラップブックがありまし
た。スクラップブックには，祖母から『かもめ』
さんあての，そして『かもめ』さんから祖母あて
の手紙が，きれいにはられていたのです。二人
とも知らなかったとはいえ，祖母の最大の敵が，
実は親友だったのです。わたしはそのとき初
めて祖母が泣くのを見ました。その当時はどう
して泣いていたのか，はっきり分かりませんで
したが，今振り返ると分かります。もう決して取
り戻すことのできない，無駄に費やされた年月
を思って泣いていたのです。」10

決心して，今日から愛で心を満たしましょう。
孤独な人，気落ちしている人，様 な々理由で苦
しんでいる人に手を差し伸べるために，2マイ
ル行きましょう。「悲しむ人を励まし，だれかを
喜ばせ」11ましょう。最後の裁きの場で，大きな
後悔，やり残したことがないように，そして使徒
パウロとともに「わたしは戦いをりっぱに戦いぬ
き，走るべき行程を走りつくし，信仰を守りとお
した」12 と言えるように生きていきましょう。■

注
1．ヨハネ11：25－26
2．ヨハネ14：27
3．ルカ23：46
4．ミニー・ルイス・ハスキンス“The Gate of the Year，”
Masterpieces of Religious Verse，ジェームズ・ダルトン・
モリソン編（1948年），92で引用

5．1コリント15：3－8
6．教義と聖約76：22－24

7．ウィル・L・トンプソン「今日われ善きことせしか」『賛美歌』
137番

8．モーサヤ2：17
9．（New York: Stewart，Tabori & Chang，1990年），34，138
10．“Grandma and the Seagull，”She Took to the Woods:
A Biography and Selected Writings of Louise
Dickinson Rich，アリス・アレン（2000年），211－213で引用

11．『賛美歌』137番参照
12．2テモテ4：7
〔訳注――本文中で引用されている『クリスマス・カロル』の訳は
『クリスマス・カロル』村岡花子訳，新潮社刊，31から引用〕
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10代のころ，ニュージャージー州サマセットに住んで
いたトッド・クリストファーソンは，ニューヨーク州パル
マイラの近くで夏に行われるクモラの丘ページェン

トに2年続けて参加しました。1年目の公演中，トッド青年は
以前のビショップの言葉を思い出しました。ビショップは，福音
の証
あかし

を「心に焼き付ける」まで，決してあきらめずに主に願い
求めるようにと言って，ワードの青少年を励ましていたのです。
神権指導者の言葉を真剣に受け止めたトッドは，自分の証
について機会あるごとに祈っていました。そして，この回復の
地であるパルマイラにおいて，トッドは確かな証を得るのは，
この時，この場所しかないと心に決めました。
「ある夜，公演が終わってから，『聖なる森』へ一人で出か
けて行きました」とトッドは回想します。「美しい夏の夜でした。
靴を脱ぎ，森へ分け入り，祈り始めました。ほんとうに熱心に，
1時間，あるいはもっと長く祈りました。しかし何も起こりま
せんでした。」
やがてトッドはあきらめて帰って行きました。すっかり意気消
沈してしまいました。何が間違っていたのだろう。天の御父は
なぜ祈りにこたえてくださらなかったのだろうと思いました。
2週間に及ぶページェントはあっという間に終わり，トッドは
ニュージャージー州の自宅に戻りました。祈りの答え
が与えられたのは，それから約1か月後，寝室でモル
モン書を読んでいたときのことです。
「尋ね求めるまでもなく証が得られました。言葉を
伴うことのない証でしたが，モルモン書とジョセフ・ス
ミスについて，非常に力強い霊的な確証が得られ
たのです。疑う余地のまったくない確証でした。
この経験を振り返ると，神がいつ，どこで，ある
いはどのような方法で語りかけられるかについ

主 の 僕
し も べ

と な る ように 備 えら れ た 人

D・トッド・
クリストファーソン長老

十二使徒定員会

ク エ ン ティ ン・ L ・ク ッ ク 長 老



て，人が神に指図することはできないのだとい
うことがよく分ります。わたしたちはただ心を開
き，神がふさわしいとされるときに，神が用意し
てくださったものを受け入れればよいのです。
それは神の御

み

心
こころ

に従って与えられるのです。
天の御父があの夜パルマイラで，わたしの祈
りにこたえてくださらなくてよかったと思ってい
ます。もし答えてくださっていたら，祈りの答え，
あるいは証を得るには特別な場所を訪れなけ
ればならないと思い込んでいたかもしれませ
ん。しかし，ジョセフ・スミスが預言者であった
こと，あるいはモルモン書が真実であることを
知るために，パルマイラまで巡礼の旅に出かけ
る必要はありません。イエスがキリストであられ
ることを知るためにエルサレムに詣

もう

でる必要も
ないのです。もし御父がニュージャージー州の
サマセットにいるわたしの祈りにこたえてくださ
るなら，御父は，世界のあらゆる場所に住むあ
らゆる人の祈りにこたえることがおできになるの
です。御父はわたしたちのことをとてもよく知っ
ておられます。そして，あらゆる場所，あらゆる
環境にある人の祈りにこたえてくださいます。」
この証を心に「焼き付け」たトッド・クリスト
ファーソンは，主の王国で奉仕する人生に備え
ていったのでした。

のどかな子供時代
デビッド・トッド・クリストファーソンは，1945年

1月24日，ユタ州アメリカンフォークで，ポー
ル・ビッカリー・クリストファーソンと，妻ジーン・
スウェンソン・クリストファーソンの間に生まれま

した。第2次世界大戦が終わろうとしていた当
時，合衆国軍に所属していた父親は中国にいた
ため，トッドと母親は約18か月間，彼女の両親，
ヘルガ・スウェンソン，アデナ・スウェンソンと生活
を共にしました。以来トッドは母方の祖父母と
親しくなります。この関係はトッドの生涯にきわ
めて大きな影響を与えることになりました。
トッドと4人の弟は，ユタ州のプレザントグ

ローブとリンドンで育ちました。自身の言葉に
よれば，長老は「のどか」で「健全な」子供時代
を過ごし，自由に遊び，発明し，学ぶ時間を満
喫したそうです。
長老はこう回想しています。「わたしたちは，
非常に安定した幸福な家庭生活を過ごしまし
た。父と母は，模範を通して教え，福音の原則
に従って生活する方法を示してくれました。」
一方，両親は，息子が従順で明るい子供
だったと話しています。「トッドはとてもいい子
で，どのような人生を送りたいかを常に理解し
ていました。弟たちの良い手本になっていまし
た」と父親は話しています。
また，両親はトッドのことを，助けの必要な人
がいればいつでも熱心に手を差し伸べる子供
だったと回想しています。トッドが13歳のとき，
癌
がん

を患った母親のジーンが治療の一環として
大きな手術を受けました。病院で付き添って
いたクリストファーソン長老の父親は，トッドが弟
たちを集めて，母親のために祈っていたことを
後で知りました。
手術は成功しましたが，クリストファーソン姉妹
は家事が幾つかこなせなくなってしまいました。

前ページ――

ニューヨーク州

パルマイラで行われた

クモラの丘ページェントに

参加した

10代のトッド・

クリストファーソン，

1962年。

上（左から）――

両親と

弟のグレッグ（右）と

ともに，1948年。

クリストファーソン家の

息子たち，ティム，トッド，

グレッグ，トム，ウェード，

祖父のヘルガ・

スウェンソンとともに，

1964年。

6歳のころのトッド。

クリストファーソン長老は，

「のどか」で「健全な」

子供時代を過ごした

と回想している。
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ことをこう話しました。とても優秀だったトッド
の同級生が，伴侶と一緒に幼い子供をどう育て
るべきかについて祈っていました。そんなとき，
彼らの家を末日聖徒イエス・キリスト教会の宣教
師が訪れました。彼は唯一の末日聖徒の同級
生だったトッドがどれほど善良で高潔な人物
だったかを思い出しました。それで宣教師を招
き入れ，家族の全員が教会に加わったのです。
証をはぐくんでいたトッド青年は，クモラの丘
ページェントの後の経験を通して確固とした証
を得ました。その証は，ニュージャージース
テーク，ニューブランズウィックワードに集う同
年代の末日聖徒の影響でさらに強くなります。
彼らは霊的に強く，トッドにとっても大きな支え
になりました。長老は彼らと「水曜日と日曜日に
顔を合わせるのが待ち切れなかった」と話して
います。
「教会はわたしたち家族にとって生活の中心
でした。」長老はこう回想しています。「教会を
通じて，家族のきずなが強まり，ワードの会員と
の関係が深まりました。」

アルゼンチンへの伝道
サマセットにあるフランクリン高校を卒業し

たクリストファーソン長老は，1年間ブリガム・ヤ
ング大学に通った後，1964年9月からアルゼン
チン北伝道部で専任宣教師として奉仕しまし
た。長老は，伝道は人生に大きな影響を与え
てくれたと考えています。ラテンアメリカの人々
と文化を愛する思いは，今でも長老の人生の大
きな部分を占めています。
伝道中，クリストファーソン長老は「二人の傑

出した伝道部会長」から学びました。一人はロ
ナルド・V・ストーン会長，もう一人は，十二使徒
定員会会員としてともに奉仕することになったリ
チャード・G・スコット会長です。クリストファー
ソン長老は，二人の伝道部会長とその夫人た
ちが宣教師のために尽くしてくれたことを，深い

トッドは母親が自家製のパンを焼くのが大好
きなこと，また彼女にとって今後パンを焼くの
がどれほど難しくなるかを知っていました。
トッドは，祖母からパンの焼き方を教わり，
大学への進学で家を離れるまでの数年間，

家族のために欠かさずパンを焼いたのです。

新しい家，新しい経験
トッドが15歳ぐらいのとき，獣医だった父親

の仕事の都合で，家族はニュージャージー州
ニューブランズウィックに引っ越すことになりま
した。ユタ州リンドンはとても人口の少ない町
だったので，たくさんの人が住むニュージャー
ジー州に移り住むことは，クリストファーソン家
族の全員にとって劇的な変化でした。たくさん
の新しい場所，新しい人 ，々新しい機会に恵ま
れたその後の数年間は，成長期にあったトッド
の人生にとって大切な期間となりました。
高校のクラスで教会員は自分だけでしたが，
トッドは様 な々文化や宗教を持つ人たちと友情
を深め，親しくなりました。生涯にわたる友人
や知人もできました。トッドは，友人の多くがそ
れぞれの信仰に対し，トッドと同じように強い思
いを抱いていることを知りました。それを見た
トッドも，これまでに自分が知った事柄につい
て深く考え，熱心に祈るようになりました。こう
語っています。「教会は単にすばらしいというだ
けではないと分かるようになりました。教会はき
わめて大切なものだったのです。自分に与えら
れているものに感謝するようになりました。」
16年以上にわたって長老と同じ部屋を使っ
ていた弟のグレッグ・クリストファーソンは次の
ように回想しています。「トッドはいつも霊的な
事柄に関心を持ち，行動も模範的でした。」グ
レッグは兄が高校を卒業して数年後にあった

上（左から）――

クリストファーソン長老（左），

アルゼンチンのサルタ州で，

同僚のグレン・

ウィラードソン長老と

ともに，1965年。

バプテスマ会で，1968年。

次ページ（左から）――

結婚式を挙げた

クリストファーソン長老夫妻，

それぞれの両親とともに，

1968年。

息子トッド，

娘ブリンとともに

イエス・キリストの

降誕劇を演じる

クリストファーソン長老，

1977年。

合衆国の200年祭を祝う

クリストファーソン家，

1976年。



愛と感謝の念をもって思い起こしています。
スコット長老は当時のクリストファーソン長老について思い
返し，「優れた宣教師であり，その献身ぶりと能力を見れば，
その後の人生で並外れて重要な役割を担うことになることは
明らかでした」と話しています。スコット長老は，若きクリスト
ファーソン長老ほど規律正しく，従順で，勤勉な人は珍し
かったと語り，それゆえ「同僚の一人一人にとって祝福となり，
求道者と改宗者に愛される柔和な精神」を備えていたと述べ
ています。
スコット長老は，特に記憶に残っている，ある経験を紹介

してくれました。スコット会長はあるとき，自転車事故でスー
ツを台なしにし，手をけがしてしまったクリストファーソン長老
を目にしました。それでもクリストファーソン長老は気にかけ
る様子もなかったとスコット長老は語ります。「彼はどろを払
い，自転車にまたがると，同僚とともに走りだしました。求道
者との約束があったのです。」

大学と結婚
1966年12月，アルゼンチンから帰国したクリストファーソン
長老はブリガム・ヤング大学に復学し，英語を研究しながら，
学生自治会や学内競技会で活躍しました。
伝道から帰り，1学期が終わろうとしていたころ，キャンパス
で一人のかわいらしい女性を見かけます。そのときデートを申
し込むことはありませんでしたが，顔をよく覚えていて，数か月
後に発行された大学の年鑑で彼女のことを探しました。
彼女の名前はキャシー・ジェーコブと言いました。カリフォ
ルニア州とユタ州に住んだことのある，魅力的で社交性のあ

る女性でした。翌年の秋，夏休みを終えて学校に戻ったトッ
ドは共通の友人を通して彼女をデートに誘いました。
数か月がたち，二人はすっかり仲良しになっていました。

愛をはぐくんでいった二人は翌1968年の春，5月28日にソル
トレーク神殿で結婚しました。
クリストファーソン長老は語ります。「結婚したときから，
キャシーが正しくてすばらしい女性であることは分かってい
ました。ただ，実際にどれほど優れた性格，特質，深い知恵，
善良さを持ち合わせているかには気づいていませんでした。
時間がたつにつれて，結婚当初に自分が理解していたよりも
はるかに立派な女性であることが分かり，わたしにとってうれ
しい驚きとなっています。」
クリストファーソン長老夫妻の娘ブリン・ナファーも，母親が
善良な人物であったと話しています。「どこに住んでいたとき
も，とにかく母は人から愛されていました。実に創造的で，
誠実で，底抜けに愉快な人です。」

有能な弁護士として
クリストファーソン長老夫妻は，二人そろって1969年にブリ

ガム・ヤング大学を卒業しました。その後，クリストファーソン
長老は法学位取得のためにデューク大学に進学します。
1972年に同大学を卒業し，後にウォーターゲート事件の審理
に携わることになるジョン・J・シリカ判事の法務書記として採
用されました。ウォーターゲート
事件を「合衆国史上最悪の
政治スキャンダル」1 と評
した『タイム』（Time）誌
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は，シリカ判事を，その年のマン・オブ・ザ・イヤー（最も影響力
のあった人）に選出しています。ウォーターゲート事件とそれ
に伴う裁判は，1973年から1974年にわたって合衆国内の新
聞紙面をにぎわせました。
クリストファーソン長老は当初，法務書記として1年間働き，

その後はワシントンD.C.にある有名な法律事務所で働く予定
にしており，内定も得ていました。その法律事務所で働いた
経験を持ち，現在地域七十人として奉仕しているラルフ・W・
ハーディー長老は，あの大変なウォーターゲートのとき，シリカ
判事が事務所の共同経営者に電話をかけこう言ったのを覚
えています。「トッドをそちらに行かせるわけにはいかない。
あまりにも貴重な人材だからだ。何でも話せる人間は彼しか
いない。」結局，トッドはウォーターゲート訴訟の最後までシ
リカ判事を補佐することになりました。
ハーディー長老は，それからかなりの年月がたった1992年
の出来事も覚えています。教会員ではない弁護士が事務所
に入って来て，感慨深げな様子でこう言いました。「葬儀ミサ
に出てあれほどの感銘を受けたことはない。」それはシリカ
判事の葬儀で，クリストファーソン長老は，判事の家族から葬
儀で話をするように依頼されていたのです。長老は救いの計
画について話したのでした。
法務書記として働いた後，クリストファーソン長老は合衆国

陸軍の現役任務に就き，さらには予備役も8年間務めました。
予備役隊長としての責任も果たしました。
それから30年にわたって，クリストファーソン長老は有能な

弁護士として活躍しました。最初はダウローンズPLLCという
法律事務所で働き，次に健康産業関連の組織や幾つかの銀
行の顧問弁護士を務めました。七十人に召されたときには，
ネーションズバンク社（現在のバンク・オブ・アメリカ）次席総合
顧問弁護士を務めていました。長老の仕事の関係で，家族
はワシントンD.C.，テネシー州ナッシュビル，バージニア州ハー
ンドン，ノースカロライナ州シャーロットと移り住みました。合
衆国東部で家族と過ごした日々の中で最もうれしかったのは
「様々な環境に暮らし，それぞれに違う信仰を持つ善良な

人 と々の交わり」だったと話しています。長老は，ステーク伝
道部会長，ビショップ，ステーク会長，そして地区代表を含む
教会での奉仕に加えて，宗教を超えて交わる幾つかの地域奉
仕グループにも参加しました。

家族の思い出
クリストファーソン家には5人の子供がいます。トッド，ブリン，
ピーター，ライアン，そしてマイケルです。8人の孫もいます。ク
リストファーソン家の子供たちは，両親が愛と思いやりに満ち，
福音の原則を中心として自分たちを育ててくれたと語ります。
家族の楽しい活動と，一人一人へのしつけがバランスよく行
われたと回想しています。
ピーターは，多忙を極めていたころの父親とホームティー
チングの同僚になったときのことを覚えています。クリスト
ファーソン長老は，当時，企業の顧問弁護士として働きなが
らステーク会長を務めていましたが，子供たちを教えるため
に時間を割いていました。ピーターはこう語ります。「限られ
た時間の中でも偉大なホームティーチャーとして奉仕してい
た父の忠実さに感銘を受けました。当時，担当家族に寝た
きりの姉妹がいましたが，父はこの姉妹のことをとても気にか
けていました。彼女がいつも聖

せい

餐
さん

を受けられるように，また，
必要なことがあれば手伝えるように
していました。」
ブリンも，父親がとても思いや

りのある人だったことを覚えてい
ます。実家を離れてブリガム・ヤ
ング大学に通うようになってわ
ずか2日後，父親から寮に花が
送られてきました。メッセージ
が添えてあり，簡潔にこう記さ
れていました。「すばらしい
大学生活を。」
「父はわたしたちに大き
な期待をかけていました



は「不可能に思えた」と言います。
「これまでの生涯，わたしは十二使徒
に感服し，従い，耳を傾けてきました。ですか
ら，そのような人々にわたしが加わるということ
は不可能に思えます。」こうクリストファーソン長
老は語っています。「深く思い巡らすと，責任
に圧倒される思いがします。しかし，七十人定
員会の長老たち，そして十二使徒定員会の会
員とともに働いてきた15年間で，すばらしい教
師から学ぶことができました。」
クリストファーソン長老は，人は皆どなたに依

存しているかを，臆
おく

することなく伝えています。
それは，確固たる証を得ようとしていた10代の
ときに答えを与えてくださった御方です。長老
はこう語ります。「わたしは祈りの力を心から
信じています。わたしたちは，いつでも祈りに
頼ることができます。時として祈ることしか残
されていないときもありますが，祈りは常にわ
たしたちの必要を満たしてくれます。」
「どのような危機にあっても，どのような変化
のときにも，どのような必要にあっても，常に祈
りを通して主に求めることができました。主を
信頼してきて，落胆したことは一度もありませ
ん。確かに，主の約束は今も有効です。この
責任においても，主はわたしが必要とする助
けを与えてくださるでしょう。」■

注
1．“Judge John J. Sirica: Standing Firm for the
Primacy of Law，”Time，1974年 1月 7日 付。
“ht t p : / /www . t ime . c om/ t ime /mag a z i n e”
www.time.com/time/magazine で閲覧可能

が，それでいて説教がましいところがまったく
ありませんでした。愛に満ちあふれた謙虚な
人でした」と彼女は語っています。「父はとても
幸せでした。そして，わたしたちも幸せになる
よう願っていました。」

七十人としての奉仕
1993年4月3日，クリストファーソン長老は七
十人第一定員会会員として支持されました。こ
の責任を受け，長老は家族とメキシコシティー
に移ります。そこでしばらくの間，メキシコ南地
域の会長として奉仕しました。
1998年8月15日，クリストファーソン長老は七
十人会長会の一員として召され，十二使徒定員
会会員として召されるまでその責任を果たしま
した。この間，家族・教会歴史部の管理ディレ
クターを務めたほか，北アメリカ南東地域の管
理も行っています。最近では，北アメリカ北西
地域および北アメリカ西地域で責任を果たして
いました。これまで受けてきた数々の責任を
通して，世界中の末日聖徒と出会う機会に恵
まれています。
わたしは七十人として，また七十人会長会で
も，クリストファーソン長老とともに奉仕できた
ことに感謝しています。長老は非常に有能で，
御
み

霊
たま

の導きに敏感な人物であり，七十人定員
会のすべての会員から敬愛されています。す
ばらしいユーモアのセンスの持ち主だというこ
とはだれもが知るところです。ともに奉仕でき
て幸せです。

十二使徒定員会への召し
クリストファーソン長老は，トーマス・S・モン

ソン大管長から新しい召しを受けたとき，初め

前ページ（左から）――

ジョン・J・シリカ

合衆国連邦判事と

クリストファーソン長老夫妻，

クリストファーソン長老は

ウォーターゲート事件の

裁判で

シリカ判事の

法務書記を務めた。

クリストファーソン夫妻，

子供，孫とともに。

息子のライアン，

マイケルとともに，

メキシコで，1994年。

上（左から）――

七十人会長会の一員として，

1998年。

クリストファーソン

長老と姉妹，

福音を宣
の

べ伝えるために

日本が奉献された地で，

七十人の菊地良彦長老，

登志子夫人とともに。

13／ 2 0 0 8 年 8 月 号
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わたしたちは毎週日曜日に聖
せい

餐
さん

を受け
ます。しかし，この機会に頻繁に恵
まれているために，聖餐を取ること

を当たり前と思ってしまうことがあります。この
神聖な儀式により深く感謝するにはどうしたら
よいでしょうか。モンタナ州ボーズマンステー
クのベルグラード第2ワードに集う若い男性の
例を紹介しましょう。
ハルグレン家族のブレックとジェーク，ロムレ
ル家族のマイケルとエバンは救い主を覚え，救
い主の贖

あがな

いの効力が生活に及ぶよう願ってい
ます。聖餐を受けることで，彼らも，そしてわた
したち一人一人もそうすることができます。聖
餐を受けることは救い主を礼拝し，より良い自
分になるための機会です。彼らは聖餐の儀式
を行いながら，人に奉仕するために神権を
使っているのです。

聖餐を敬う
この若い男性たちはまた，聖餐がワードの
会員にとって大切なものであることを知ってい
ます。そして神権の責任を真剣に受け止めて
います。聖餐をワードの会員に配るとき，彼ら
は何について考えているのでしょうか。奉仕
の機会に感謝する16歳のジェークはこう話して
います。「自分が主を代表しているということを
実感します。」

贖
あがな

いの象徴
「聖
せい

餐
さん

のトレイを持った
手を会員に差し出すアロン
神権者は，ただ単に聖餐を
配っているわけではありま
せん。会員を神聖な贖いの
象徴である聖餐にあずから

せ，その霊を天へと引き上げているのです。」

管理ビショップリック第二顧問
キース・B・マクマリンビショップ
「神権の奇跡」『リアホナ』2004年4月号，28

18歳になる兄のブレックはこう話していま
す。「祭司として，定められたとおりに儀式を進
められるよう気を配っています。同時に贖

しょく

罪
ざい

に
ついても考えるように努めています。毎週，自
分の罪を悔い改め，1週間の新たなスタートを
切り，必要な課題に取り組むという，とても大切
な機会となっています。霊的に高められる，す
ばらしい時間です。」

教会機関誌

ラ イ ア ン・カ ー

聖
せい

餐
さん

会で
もっと御

み

霊
たま

を
感じるには
どうすれば
よいでしょうか。

パンと水以上のもの



17歳のマイケルも救い主について考えています。「わたし
にはイエス・キリストの贖いについて，特に強い証

あかし

があります。
してしまった間違いについて考えますが，悔い改めるなら主
の贖いのおかげで赦

ゆる

しを受けられることを知っています。聖
餐は毎週，贖いについて思い起こさせてくれます。」

ふさわしくある
ベルグラード第2ワードの若い男性は，神権者としてふさわ
しくあることの大切さを理解しています。神権を持つことは
特権であるとブレックは話しています。「すばらしい機会です。
おかげで1週間ずっと，間違ったことをしないよう気をつける
ことができます。自分のためになっています。」
15歳のエバンはこう話しています。「自分は神権者だと思

うと，ふさわしい状態で聖餐の儀式を行えるよう，一週間ずっ
と，正義を選ぶことができます。」

敬うことを学ぶ
この若い男性たちは，聖餐を敬うことを子供のころに学び
ました。聖餐が配られている間，注意を向けるように両親か
ら教わりました。この気持ちは10代になっても続いています。
マイケルはこう話します。「聖餐が自分にとってどれほど大切
か，言葉ではなかなか表現できません。聖餐は主の体と血
を表しています。わたしたちは主の御

み

名
な

を受けます。出て
行って主の福音を宣

の

べ伝え，模範になろうと努力します。
主がおられなければ，決して天の御父のみもとに戻
ることはできません。聖餐はそのことを思い出さ
せてくれるのです。」
彼らはまた，自分の兄たちや，ほかのアロ
ン神権者が神権の義務を果たすのを見な
がら聖餐を敬うことを学びまし
た。例えばエバンは，現在ブラ
ジルで伝道している兄が聖餐や
神権，そのほか福音に関することに
ついて話してくれたことを覚えています。
ブレックも，兄たちが模範だったと話します。

「兄たちが聖餐の準備をするのを，尊敬のまなざしで見てい
ました。」
マイケルは母親から教わったことについて考えています。

「母はいつも，わたしたちが教会へ行くいちばんの理由は聖
餐だと言っています。聖餐は贖いを思い起こさせてくれます。」
イエス・キリストの贖罪は，すべての人類家族に影響を与え
る奉仕の業でした。救い主ほどの奉仕はできないかもしれ
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ませんが，アロン神権者も，会員が聖餐を受け
る手助けをし，聖餐を敬い，聖餐を受けるにふ
さわしい生活をすることで，ワードや支部で奉
仕することができるのです。■

服装で敬
けい

虔
けん

さを示す
ベルグラード第2ワードの若い男性が白いワ

イシャツを着てネクタイをするのはなぜでしょ
うか。それは主の聖

せい

餐
さん

に対する敬意を示すため
です。エバン・ロムレルはこう言っています。
「服装は自分の気持ちを人に伝えます。だらし
ないかっこうは，つま
り，自分がいいかげん
な人間であることを伝
えているのです。」
ワードの会員が救い

主に思いをはせるじゃ
まをしたくないという
思いから，彼らは見て
いて気持ちの良い服装
をしたいと願っていま
す。ジェーク・ハルグレ
ンは言います。「聖餐を受ける人が，汚れたシャ
ツをズボンから出している執事や教師を見た
ら，敬虔な気持ちがなくなってしまいます。そ
の若い男性は聖餐についてどう思っているか疑
問に感じるかもしれません。きちんとした服装
をすることで，聖餐を敬う気持ちを表すことが
できます。」

聖
せい

餐
さん

の準備と片付けをする

ハルグレン家族（上）と

ロムレル家族の神権者たち。

救い主について

証を持つ彼らは，

敬
けい

虔
けん

な態度で

奉仕しています。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
の
写
真
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教会の中央幹部や中央補助組織の指
導者として世界中を訪問すると，世の
中がますます多くのことに無関心で，

形式にとらわれなくなっていることがよく分かり
ます。この傾向は様々な分野で見られますが，
とりわけ服装において顕著です。また，このこ
とは一部の教会員にも当てはまります。
形式を重んじないこのような風潮の一因は，
無
む

頓
とん

着
ちゃく

さにあるかもしれません。理解の欠如，
または正しい模範がないこともその要因かもし
れません。カジュアルな服装が普及してから2，
3世代が過ぎた今，ふさわしく慎み深い服装の
模範を親に示してもらえなかった人もいるで
しょう。一般的には，大衆文化もあまり良い模
範となっていません。服装の流行の乱れもこれ
に起因しているでしょう。今

こん

日
にち

の市場では慎み
深い衣類を買うのも難しいからです。
こうした現状や課題を頭に入れたうえで，わ
たしは，天の御父を敬い，主と交わした聖約，
特に慎み深さやふさわしい服装に関する聖約
を守ることの必要性に焦点を当てて話します。

慎み深さの原則
一部の末日聖徒は慎み深さのことを，教会に
ある伝統の一つ，あるいは保守的で厳格な習
慣から発展した考え方だと思っているかもしれ

ません。慎み深さは単なる文化ではありませ
ん。慎み深さはあらゆる文化と世代に当ては
まる福音の原則です。事実，御

み

霊
たま

を受けるふさ
わしさを保つうえで慎み深さは欠かすことがで
きません。慎み深くあることは謙

けん

遜
そん

さにつなが
り，謙遜であることによって御霊を招くのです。
当然ながら，慎み深さは新しい概念ではあ
りません。これはエデンの園でアダムとエバに
教えられました。「主なる神は人とその妻との
ために皮の着物を造って，彼らに着せられた。」
（創世3：21。モーセ4：27も参照）アダムとエ
バのように，わたしたちは，自分の体が神にか
たどって造られており，それゆえ神聖であるこ
とを教えられています。
「あなたがたは神の宮であって，神の御霊が
自分のうちに宿っていることを知らないのか。
……神の宮は聖なるものであり，そして，あ
なたがたはその宮なのだからである。」（1コリ
ント3：16－17）
わたしたちの体は霊が宿る宮です。さらに

言えば，人を神のもとから死すべき現世に招き
入れるための手段です。体が賜

たま

物
もの

であることを
認識し，体のおかげでどのような目的を果たす
ことができるのかを理解すると，わたしたちは
行動や服装によって体を守り，尊ぶようになり
ます。

自分が何者であるか，
すなわち自分が
神の子であることを
知るとき，
また外見が
内面の霊性に，
そして最終的には
行動に
影響を与えることを
理解すると，
わたしたちは
慎み深い服装と
言葉遣いをすることで，
神，自分自身，
周囲の人に
敬意を表すように
なります。

十二使徒定員会

ロ バ ート・ D ・ヘ イ ル ズ 長 老

慎み深さ
主への敬意



日常生活の中で，ショートパンツやミニスカート，体に密着
する衣服，おなかの見えるシャツ，そのほか露出度の高い，品
のない衣服を着用することはふさわしくありません。若い男
性と若い女性を含めて，男性も女性も，肩が
見えない服装をするべきです。また，えりぐり
が開きすぎている服，そのほか，どのような点
でも露出度の高い服装を避けるべきです。体
にぴったりしたズボンやシャツ，過度にたる
んだ服，しわだらけの衣服，だらしなく乱れ
た髪型はふさわしくありません。わたしたちは
皆，極端な服装，髪型，そのほか極端な身だ
しなみを避けるべきです。だらしないかっこう
や必要以上にカジュアルな服装を避け，常に
きちんとした，清潔な身なりでいるべきです。1

慎み深さは，思いと行いの両面において，
清さと純潔を保つうえで欠かせません。慎み
深さはわたしたちの人格の中心です。慎み深
くあることで，正しい思い，行動，決断をする
ために必要な影響を受けられるからです。衣
服は体を覆うためだけのものではありませ
ん。どのような服装をするかにより，自分がど
のような人間で，この現世と，その後に続く永
遠の来世において，どうなりたいのかを示し
ているのです。

教会の集会のための慎み深い服装
教会の集会に出席する目的は，天の御父と
その御子イエス・キリストを礼拝することです。
服装は御二方への尊敬の念を反映したもの
であるべきです。人の注目を引くための服装
はしません。そのような服装は，ほかの人が礼拝することを妨
げ，御霊を退けてしまいます。
主の宮で礼拝するための服装や準備について子供に教え

るのは親の責任です。母親も父親も，服装に特に気をつける
ことにより，身なりや振る舞いで慎み深さと敬

けい

虔
けん

さを示すなら，
子供の模範になることができます。
幼かったころ，母は「よそ行きの服」，つまり一番の服を着
て教会に行くように教えてくれました。皆さんはどのように教
会に行く準備をしていますか。鏡を見たり，家族に身なりを

確認してもらったりする時間を取っているでしょうか。
日曜日でも平日でも，教会の集会や活動にふさわしい服装

をして，主と自分自身を敬ってください。どのような服装がふ
さわしいか分からない場合は指導者に相談
しましょう。

神殿参入のための慎み深い服装
主の宮に参入する備えをして，神殿に向

かっている自分を思い浮かべてください。
ビーチサンダルにジーンズ，Tシャツ姿でぼ
さぼさの髪をしているでしょうか。もちろんそ
んなことはありません。どのような種類のも

日曜日でも平日でも，

教会の集会や活動に

ふさわしい服装をして，

主と自分自身を

敬ってください。
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のであっても，普段着で神殿に行くことは正しいでしょうか。主
の宮に参入するときはよそ行きの服を着て行くべきではないで
しょうか。
次に神殿に参入するときは，建物に入る前

に神殿の庭を眺めてみてください。神殿が美
しい植物，周りのものを映す池，そのほかの
美しいものに囲まれているのはなぜか考え
たことがありますか。これらは神殿の神聖さ
を外側でも表し，その雰囲気を伝えることで，
参入者を神殿で受ける神聖な儀式に備えさ
せているのです。大都市の中心街にある神
殿でさえも，外観は周辺の建物とは一線を画
しています。

わたしたちの服装も同じように大切です。服装によって，
自分の体を「美しく整え」，宮としてささげることができます。
神殿の庭が神殿内で執り行われる儀式の神聖さと敬虔さを

表現しているのと同じように，わたしたちの服
装は内なる美しさと清さを表しています。ど
のような服装をするかは，神殿の儀式と永遠
の聖約に正しく敬意を払っているか，また儀
式を受け，聖約を交わす備えができているか
を映し出しているのです。
有名なおとぎ話の主人公シンデレラは，城

の舞踏会に見事なドレスを着て行きました。
ガラスの靴一つをとっても，舞踏会がどれほど
大きな出来事だったかが分かります。シンデ
レラが家事をするときのいつもの服で登場す
ることなど考えられません。事実，ふさわしく
ない普段着で舞踏会に現れた人はいません
でした。だれもが舞踏会のため，優雅に装っ
ていたのです。
人生の中で結婚式ほど意義深い出来事は

ありません。結婚式は人生で最も神聖な出来
事の一つとなるでしょう。皆さんが聖なる神殿，
すなわち地上において最も神聖な天の御父
の宮で結婚できるよう願っています。そのとき
に交わす聖約の本質を真に理解していれば，
服装にもその理解が表れることでしょう。花
嫁になる皆さんは，神殿のガーメントを着用
するのにふさわしい身ごろ〔訳注――衣服の
胴体の部分，おもに首からウエスト，腰付近を
覆う部分の名称〕とそでのある白い神殿衣を
選ぶでしょう。結び固めの儀式の備えとして，

エンダウメントの儀式を受け，聖約を交わしているからです。
花婿になる皆さん。皆さんは慎み深く清潔な服装と身なりを
するでしょう。神殿の中で，しわだらけのシャツを着たり，ズ
ボンをだらしなくはいたりしはしません。
その日，皆さんは天の御父と神聖な聖約を交わします。神
の前の聖壇において敬虔にひざまずくとき，皆さんは最高の
姿でいたいと思うでしょう。
両親の皆さん，魔法使いの妖精がシンデレラの準備を手

伝ったように，皆さんは息子や娘の準備を手伝うことができ

20

どのような服装をするかは，

神殿の儀式と永遠の聖約に

正しく敬意を払っているか，

また儀式を受け，

聖約を交わす

備えができているかを

映し出しているのです。
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ます。将来交わす聖約の大切さを理解できる
よう子供たちを助けてください。バプテスマを
はじめとする数々の聖約を尊ぶことは，自身のひ
ととなり，また言動，聴く音楽，服装を含めた行
動に影響を及ぼします。聖約を交わして守ると
き，わたしたちは世を離れて神の王国に入りま
す。わたしたちは身なりでそれを示すべきです。
結婚のためであろうと，エンダウメントを受け

たり，死者のための業を行ったりするためであ
ろうと，神殿に参入する前には少し時間を取って
自問してください。「今日

きょ う

，主がこの神殿にい
らっしゃるとしたら，わたしはどのような服装をす
るだろうか。どのような姿で主の前に出て行きた
いだろうか。」もちろん答えは明白です。見た目
も心も最高の自分でありたいと思うでしょう。
日曜日に地元の集会所で教会に出席すると

きにも同じように自問してください。集会所で，
皆さんは聖

せい

餐
さん

を受けることを通してバプテスマ
の聖約を新たにしているのです。皆さんが足を
運んでいるのは，主を礼拝するために奉献さ
れた主の家であることを覚えていてください。

身だしなみ――わたしたちが送るメッセージ
演劇を見ているとします。道化師のかっこう

をして登場した役者が，主役としてシリアスな
演技を始めたとしたらどうでしょうか。役柄に
合っていない，衣装か配役を間違えていると思
うのではないでしょうか。
さて，自分自身の内面にまったくそぐわない

衣服を着て，社会で人と接したり教会に来たり
することがどれほど不適切か考えてみてくださ
い。外見や振る舞いは周りへのメッセージにな
ります。わたしたちはどのようなメッセージを
伝えているでしょうか。自分が神の子であるこ
とを伝えているでしょうか。教会や神殿へ行く
ときは，礼拝の準備が整っていること，そして御
霊を招き，常に御霊を伴

はん

侶
りょ

とできるよう，精神
的にも霊的にも準備ができていることを服装で
示すことが大切です。

何年も前，父親，また教会のビショップの立
場から，若人が喜んで突飛な色の服を着たり，
挑発的なファッションをしたりする理由が理解
できませんでした。彼らは自分たちが，慎み深
く控えめな服装の標準や伝統には従わないと
いうことを「公然と」示しているのです。しかし
わたしが気づいたのは，皮肉にも若人が風変
わりな服装に固執する裏には，仲間の言うこと
に従い，仲間に合わせなければならないという
強いプレッシャーがあったということです。そ
れは一般社会が若人に求める期待よりもはる
かに大きいのです。
人目を引くために装うとき，御霊を招き，御霊
とともにいることはできません。世の関心を引
く服装をすると，自分の行動が変わってしまい
ます。それ以上に，どのような服装をするかで，
周りの人が皆さんにどう接するかが変わってく
るのです。
宣教師がスカートとブラウスや，スーツにワイ
シャツとネクタイという控えめな服装をするのは
なぜでしょうか。もし宣教師がぼさぼさの髪形
をして，ジーンズ姿でビーチサンダルを履き，品
のない言葉が書かれたTシャツを着ていたら
人は何と言うでしょうか。「この人はほんとうに
神を代表しているのだろうか」と思うかもしれ
ません。そのような宣教師と人生の目的や福音
の回復について真剣に話したいと望む人はい
ないでしょう。
もちろん，いつも宣教師のような服装をしな
ければならないというわけではありません。節
度をわきまえたカジュアルな服装が適切な場面
も確かにあります。わたしが言いたいのは，ど
のような服装をするかで，周りの人がわたした
ちにどう接するかが変わること，また，服装に
よってわたしたちは自分の心と霊が何を目指
しているのかも示しているということです。
内側にある気持ちは外側に表れます。わた
したちは，態度，言葉遣い，服装によって自分
自身や人に対して愛と敬意を示します。不適切

聖約を
交わして
守るとき，

わたしたちは
世を離れて
神の王国に入ります。
わたしたちは
身なりで
それを示すべきです。



に注目を集めることのない話し方，服装，振る
舞いをすることで，教会の指導者，そしてワード
や支部の会員に愛と敬意を示します。挑発的
で必要以上にくだけた言葉遣い，服装，振る舞
いを避けることで，友人や同僚に愛と敬意を示
します。そして，慎み深い服装と言動を通して
主に愛と敬意を表すのです。「互

たがい

に愛し合うな
らば，それによって，あなたが
たがわたしの弟子であること
を，すべての者が認めるであろ
う。」（ヨハネ13：35）

「神の武具」で身を固める
自分が何者であるか，すなわ
ち自分が神の子であることを知
るとき，また外見が内面の霊性
に，そして最終的には行動に影
響を与えることを理解すると，わ
たしたちは慎み深い服装と言葉
遣いをすることで，神，自分自身，
周囲の人に敬意を表すようにな
ります。
画家であった父は，わたしが
少年だったときにこのことを理
解できるよう助けてくれました。
父は武具を着けた騎士を描き，
聖文にある大切な「神の武具」
の一つ一つを示してくれました
（エペソ6：11－17；教義と聖
約27：15－18参照）。寝室に
飾ったその絵は，福音の原則
を守り，忠実であり続けるため
に何をすればよいかを思い出
させてくれました。
わたしたちは神の武具で「身を固める」べき
ですが，同じように自分と人を守るために，衣
服で「身を固め」なければなりません。慎み深
い衣服に身を包み，また憐

あわ

れみ，親切，謙遜，
忍耐，慈愛といった慎ましい行動をすることで，

常に御霊を伴侶とし，周囲の人によい影響を及
ぼすことができます（コロサイ3：12，14参照）。
わたしたちは神の王国で聖徒となる決意が

できているでしょうか。それとも，世の中の方
法に従うことの方が心地良いでしょうか。どの
ような服装をするかは，戒めに従順でありたい
という気持ち，そして聖約を守りたいという決

意にやがて大きな影響を与え
るようになります。慎み深い服
装をすることで，日常生活でど
のような態度を執り，振る舞う
べきかが分かるようになります。
服装は，やがてどのような友達
や同僚と付き合うかさえも決め
てしまうかもしれません。それ
は，わたしたちが祝福を受ける
にふさわしい生活をするかどう
かにも影響を及ぼすでしょう。
すなわち，この世と永遠にわ
たって幸福になるという祝福に
ふさわしい生活ができるかどう
かが決まってしまうのです。
聖約を守れるよう，また教会

に出席し，神殿に参入し，日々
の生活を送るときに慎み深い
服装と行いができるよう，心か
ら祈っています。そうするとき
に，自分や両親，教会の指導者，
そして人々を敬い，天の御父に
敬意を示し，御霊を常に伴侶と
するようになるのです。■

注
1．『若人の強さのために――神への務
めを果たす』「服装と外見」の項参照

服装によって
わたしたちは，
自分の

心と霊が
何を目指しているのかを
示しています。

慎み深い服装と

言動を通して

主に愛と敬意を表すのです。



神の武具

「救
すくい

のかぶと」は
正しい思考，知性，思いを守ります。

「正義の胸当」は
心と霊を守り，
常に御

み

霊
たま

を伴
はん

侶
りょ

とできるように
助けてくれます。

「真理の帯を腰にしめ」ることは
信仰を築き，証

あかし

をはぐくむ
土台となります。

「御霊の剣」は
悪を克服するための
神の言葉であり，
人生の道を照らす
光と真理を与えてくれます。

「信仰のたて」は
敵対する者の火の矢に
耐えられるように助けてくれます。

聖文を読み研究して
「平和の福音の備えを
足には〔く〕」ことは，
神の律法，儀式，戒め，聖約に
従順になるのを助けてくれます。

――ロバート・D・ヘイルズ長老
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ジョセフ・スミスは生前，とても親しかった多くの親族や友人の死に
直面しました。その中には父親，6人の子供，3人の兄弟もいました。
しかしジョセフはまた，死後の生活に関して受けた多くの啓示により，偉大な

慰めを得たのです。このテーマに関するジョセフの教えを紹介します。

死とは一時的な別れである
「これらの悲しんでいる人々に向けて話をしているわけですが，彼らは一体何を失ったのでしょうか。彼らの親

しん

戚
せき

や友
人は，少しの間肉体から離れているにすぎないのです。神とともにいた彼らの霊は，言ってみれば，ほんのわずかの間だ
け土の幕屋を離れたのです。そして今はある場所にいて，地上のわたしたちと同じように，ともに語り合っているのです。」
「復活の朝に友人たちに会えるという望みがあるので，心が励まされ，人生の諸悪に堪える力が得られます。」

幼い子供の死
「わたしは……このテーマについて思い巡らし，幼児たち，罪のない子供たち……が，わたしたちから取り去
られるのはなぜかを問うてきました。……主は多くの人々を，幼児さえも取り去られますが，それは彼らが人
のねたみやこの世の悲しみや悪事から逃れられるようにするためなのです。彼らは地上に住むにはあまり
に純粋で，あまりに愛らしいのです。ですから，もし正しい考えを取るならば，わたしたちは悲しむよりも，
喜ぶべきです。彼らは悪から救い出されているのであり，わたしたちはすぐに彼らと再会することになる
からです。」
「子供たちは……死んだときと同じ有

あり

様
さま

で確かによみがえります。わたしたちはそこで，同じ栄光を
持つ愛らしい幼児たち――日の栄えの栄光のうちに同じ愛らしさを持つ幼児たちを歓呼して迎えることが
できるのです。」

神を信頼する
「地上に生き長らえて……若い人々が，若い盛りに取り去られるのを目にするのは，わたしにとって
つらいことです。……ほんとうに，これらの事柄を甘んじて受けるのは難しいことです。
……それでもわたしは，わたしたちが穏やかにしているべきことを
知っています。それが神の御

み

心
こころ

であることを知り，神の御心に
従わなければならないことも知っています。すべてが正しい
ことなのです。」

『歴代大管長の教え――ジョセフ・スミス』
174，176－179から

預言者ジョセフ・スミスは，
愛する人が世を去るときに，
わたしたちは救いの計画によって
慰めを得ることができることを知っていました。

ジ ョ セ フ の 教 え

慰めを得る
死 の 時 に あ っ て

写
真
加
工
／
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ー
シ
ー
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皆さんは，約束された大切な子供で
す。主の律法と戒めを守り，主の御

み

声
こえ

に耳を傾けるなら，主は皆さんに誉れ
と良き名と栄えとを与えて，すべての
国民に勝るものとすると約束されまし
た。」（「高貴な生得権」『リアホナ』2006
年5月号，106－107）
大管長会第二顧問　ジェームズ・E・

ファウスト管長（1920－2007年）
――「神の娘であるとの確信が自分は
価値ある存在であるとの安心感を与
えてくれるのです。つまり，キリストの癒

いや

しの力によって得た強さが，信仰と安
らぎをもって心痛やチャレンジに立ち
向かう助けを与えてくれるのです。」
（「神の娘とは何か」『リアホナ』2000年
1月号，122）
ロレンゾ・スノー大管長（1814－

1901年）――「わたしたちは自分が
天の御父の子供であり，霊の体におい
ては，御父と同じ素質，力，能力を備
えていると信じています。しかし未熟
であるがゆえに，わたしたちは受けた
原則を心に留め，一定の経験や試練を
通してそれらの素質，力，能力を養い，
改善していかなければなりません。」
（“Discourse，”Deseret News，1872年
1月24日付，597）

どうすれば自分の神聖な行く末を理解
し，達成できるでしょうか。
スペンサー・Ｗ・キンボール大管長

（1895－1985年）――「皆さんは

訪問先の姉妹たちの
必要に合った聖句や言
葉を教えてください。
その教義について証

あかし

してください。あなた
が教える人々 に，感じたことや学んだこ
とを分かち合うように勧めてください。

天の両親から愛されている娘であるとは
どういう意味でしょうか。
中央扶助協会会長　ジュリー・B・

ベック――「皆さん〔は〕文字どおり神
の霊の娘であり，『昇栄した両親の子
供』，神の属性と永遠の行く末を持つ
存在……です。皆さんは霊の世界で，
天の両親から最初の教えを受けまし
た。そして『試し』を受けるために地上
へ送られて来たのです。……」

自分という存在が永遠のものであり，
独自の個性を持っていることを教えて
いる福音の真理を深く味わう必要があ
ります。天の御父が皆さんに対して抱
いておられる完全な愛と，個人個人に
対して認めておられる価値を，皆さん
はもっともっと感じる必要があります。
特に（静寂の中に独りでそのような不
安を抱き，）疑問を感じ，途方に暮れて
しまいそうなときに，これらの偉大な
真理について深く考えてください。」
（『歴代大管長の教え――スペンサー・
Ｗ・キンボール』2006年，222）
ローマ8：16－17――「御

み

霊
たま

みず
から，わたしたちの霊と共に，わたし
たちが神の子であることをあかしして
下さる。もし子であれば，相続人でも
ある。神の相続人であって，キリストと
栄光を共にするために苦難をも共にし
ている以上，キリストと共同の相続人
なのである。」
十二使徒定員会　ラッセル・M・ネル

ソン長老――「わたしたちはそれぞれ
自分なりの方法で創造者となる必要が
あります。神を信じる信仰，主イエス・
キリストを信じる信仰，主の教会を信
じる信仰を一人一人が築くのです。家
族を築き，聖なる神殿で結び固めを受
ける必要があります。教会と地上にお
ける神の王国を築く必要があります。
わたしたちは自分の持つ神聖な行く
末，すなわち栄光と不死不滅と永遠の
命を受けるために備えなければなりま
せん。これらの神聖な祝福はすべて，
忠実であるならばわたしたちのものと
なるのです。」（「創造」『リアホナ』2000
年7月号，104参照）■
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家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

姉妹たち一人一人は
天の両親から愛されている娘であり，
神聖な行く末を受け継いでいる
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福音について話す
親友が教会に来なくなり，とても心配しました。
彼女の親しい友人がその直前に亡くなっていて，
疑いを感じ始めていたということが分かりまし
た。ある日，数人の教会員の女の子が参加する

パーティーに彼女を誘いました。教会のことを一度でも話題に
することを目標にしました。みんなが帰った後，二人で教会の
様々な事柄について話し合いました。話そうとは思ってもいな
かったことについても話しました。自分のできることをすれば，
あとは主が補ってくださることを知りました。わたしたちがしなけ
ればならないことは，口を開くことだけなのです（教義と聖約28：
16参照）。
アメリカ合衆国，ワシントン州，レベッカ・T，16歳

友達のために祈る
その友達の家を訪れたり関心を示したりすること

は大いに役立ちます。教会の活動に誘ってください。
天の御父によく祈ってください。友達が教会に戻る
助けをするうえで最良の方法が分かるよう主に尋

ね，友達のために祈り，彼らの心に変化が生じて，キリストに従いた
いという望みが罪深い望みに取って代わるよう願い求めます。模範
を示し，福音は幸福をもたらすということを示してください。
メキシコ，ヌエボレオン州，マリル・P，17歳

新会員は皆，教会の中で友人を持ち，教会の割り
当てを受け，「神の善い言葉」で養われる必要
があります（モロナイ6：4）。1 教会から離れてし

まったあなたの友達は最近バプテスマを受けた改宗者で
はないかもしれませんが，これらの3つの事柄は役に立
つでしょう。
また，助けを祈り求めるようにしてください。モルモン

書を読むと，福音に立ち返る様子を描いた最も力強い
話の中には，祈りがきっかけとなったものがあります
（モーサヤ27：14参照）。
あなたが友達のことを大切に思っていることを伝え，

模範となりましょう。福音の標準に従って生活すること
が，幸せになるためのすばらしい方法であることを示し
てください（モーサヤ2：41参照）。
最後に，あきらめないでください。主は選択の自由を

尊重し，備えができたときにわたしたちが主のもとへ行
くことをお許しになります。ある人はほかの人より時間
がかかるかもしれません。しかし，どれほど時間がか
かっても，あなたは価値ある努力を払っているのです。
友達が教会に戻るのを助けることで，あなたは救
い主の模範に従っています。主は御自身のもとに来
て，さらに福音にふさわしく生活し，自分の可能性を
最大限に発揮するよう，愛と哀れみをもって人々を招
かれました。

注
1．ゴードン・B・ヒンクレー「完全な希望の輝き」『リアホナ』2006
年10月号，4－5参照

26

質 　 疑 　 応 　 答

「教会に来なくなってしま
った

友達が何人かいます。

彼らが教会に戻って来る
ために，

わたしは何をしてあげられ
るでしょうか。」

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたものであり，
教会の教義を公式に宣言するものではありません。



霊的な経験を思い出せるよう助ける
バプテスマを受ける決意を促した証
を友達が思い出せるようにしてあげま
しょう。信仰を表したことで主が起こ
してくださった奇跡を思い出すように
伝えてください。また，祈りの力と神権
の力を思い出させてあげましょう。
ウクライナ，ドネツク，
アンナ・R，21歳

心にかけていることを知ってもらう
教会に戻って来るよう励ます最も簡
単な方法は，あなたが彼らを愛してい
て，ワードの人 も々同様に愛していると
伝えることだと知りました。最近，教
会にあまり熱心に集っていない友人が
マイアメイドの活動に来ると約束してく
れました。神様は，友達の心をどのよ
うに動かせるかを教えてくださいます。
アメリカ合衆国，アラスカ州，
デナリ・L，15歳

証
あかし

を分かち合う
わたしなら，教会に来
ない理由をまず知りた
いと思います。それから，
友達を夕食や家庭の夕

べ，また教会の活動などにも誘います。
同時に，天の御父がどれほど彼らを愛
しておられるかを知ってもらうために，
聖句を分かち合い，教会に誘います。
また，この教会が真実であり，天の御父
のもとに戻ってともに住むための唯一
の道であることを証します。
トンガ・トンガタプ
ウィリアム・V，20歳

質問に答える
友達を教会に連れ戻
すのは難しいことです。
教会を離れる理由は
様々です。教会に来な

い理由について友達と話すべきです。
また，教会に来ない原因となっている
ような疑問への答えを，友達が見つけ
られるように助けることもできます。そ
して，教会で皆がどれほど寂しく思っ
ているかを知らせてください。教会に
来てくれたときには，愛され歓迎され
ていると感じられるようにしましょう。
アメリカ合衆国，アリゾナ州，
マディソン・B，14歳

良い友達になる
とにかく，できるかぎり良い友達に
なりましょう。力になってあげてくださ
い。模範となってください。友達のた
めに祈ってください。どのように友達
を助けられるか主に教えていただきま
しょう。主は御自身の子供たちを知り，
愛し，自ら拒まないかぎり彼らが正し
い道に戻れるよう導いてくださいます。
ドイツ，ロワーサクソニー
イェナ・K，19歳

質 問
「友達がたばこを吸い始めました。どうすれば彼女

の感情を損なわずに，たばこをやめる手助けをし

たいと伝えることができるでしょうか。」

あなたの意見を聞かせてください。2008年

9月15日必着で下記まで郵送か電子メールでお

送りください。

あて先――

Liahona, Questions & Answers 9/08

50 E. North Temple St., Rm. 2420

Salt Lake City, UT 84150-3220,

USA

電子メールアドレス――

liahona@ldschurch.org

電子メールまたはお手紙には，以下の情報と署名

入りの許可文を必ず明記／同封してください。

氏　　名

生年月日

ワード（または支部）

ステーク（または地方部）

意見と写真の掲載を許可します。

署　　名

親の署名（18歳未満の場合）

「人の心を動かさずにはおかない主からの神聖な信頼の下で，
わたしたちイエス・キリストの教会の会員は贖

あがな

いの業に携わっ
ています。それは，助けを必要としている人々を引き上げ，救
うという業です。また，自分が大きな可能性を持っていること
に気づかない人々の目を覚まさせる仕事です。」

ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－2008年）
「主の業のすべて」『リアホナ』2002年8月号，5参照
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助けを必要としている人々を引き上げる



イタリアで何世紀も前に建てられた大聖堂は，今
こん

日
にち

でも国内で最も高い建造物に数えられています。
古代遺跡が過去の偉大な社会を今に伝え，曲がり

くねった道には中世の家々が軒を連ねています。条例により
近代的な高層ビルの建築が禁じられており，のどかなトス
カーナ地方の景観は法律で乱開発から守られています。国
の歴史を守ろうとするイタリア市民の熱意の表れです。イタリ
アの人々は，あのミケランジェロがルネサンス時代から現代に
やって来たとしても，一目で故郷が分かるようにと願っています。
イタリアに住む教会員は，建築物や景観以上のものを守ろ
うとしています。それは世代を超えて続く信仰です。世界の

多くの教会員と同じように，イタリアの末日聖徒は，福音の聖約
で結ばれた家族を幾世代にもわたって築こうとしている開拓者
です。古いしきたりと，周りの文化では当たり前となっている
世俗主義に直面しながらも，救い主を生活の中心に置き，子
孫の心に脈 と々受け継がれる信仰を築こうとしています。

崇拝の心を持つ家族
家族の信仰を築く最初の要素の一つは，家庭生活を始め

る勇気です。イタリア・フローレンス地方部フィレンツェ第2支
部のマルコ・フェリーニと妻ラファエラはそれぞれ伝道に出る
前にデートを重ねていました。帰還して間もなく，二人ともす
ぐに結婚するべきだと神殿の中で感じました。「イタリアでは
30代で結婚するのが一般的です」とマルコは言います。友人
や親

しん

戚
せき

からこう尋ねられることもありました。「何でそんなに
早く結婚するの？」
二人は，結婚を大切なものと考えるのはマルコの両親アン

ナとブルーノのおかげだと言います。アンナが教会に入った
1968年，イタリアに教会員はほとんどいませんでした。自らの
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決断について祈った後，アンナはブルーノと結
婚しました。ブルーノは彼女の信仰を尊重し，
子供に福音を教えることに反対しませんでした。
「アンナとは深く尊敬し合っていたので，モルモ
ンである妻と結婚することにまったく不安はあ
りませんでした」とブルーノは話しています。
アンナは，永遠の家族が受ける祝福のすべ

てを子供に与えられないことに心を痛めました
が，「夫は善良な人なので，やがてはすべてが
落ち着くべきところに落ち着くだろうと思って
いました」と言います。そう信じながら，息子の
マルコとアレッシオに，救い主を中心とした生
活を送り，家族を大切にするよう教えました。
やがてブルーノは教会に加わりました。現在
はフィレンツェ第2支部の会長です。しかしブ
ルーノが教会に興味を抱くようになるまで
の29年の間も，ブルーノとアンナは幸福
な結婚生活を築く努力をしていました。
愛し合う二人の姿は子供たちや義理
の娘たちに良い影響を及ぼしまし
た。「夫の家を初めて訪ねたとき，
仲の良い家族だととても強く感じ

ました」とラファエラは話します。
「どなり合うこともなく，穏やかで，
互いに親切に振る舞っていまし
た。わたしもそのような家族が欲
しいと心から願いました。」
ラファエラもまた神殿結婚を望

んでいました。教会員の少ない国
ではなかなか難しい目標ですが，「神殿結婚は
良い目標です」とラファエラは言います。「サタ
ンはわたしたちをそそのかして誤った決断を
させようとしますが，良い目標を心にしっかりと
抱いていれば，天の御父はわたしたちがいろ
いろな問題を克服し，目標を達成できるよう助
けてくださいます。」両親が若かったころよりも
末日聖徒と出会う機会が増えていることに感謝
しています。また，主が「ただ教会員であると
いうだけでなく，ふさわしい神権者と」結婚す
る機会を下さったことをうれしく思っています。
ラファエラとマルコは主への感謝を示すた
め，御

み

霊
たま

に導かれたそのときに犠牲を払って結
婚しました。簡素で費用のかからない披露宴
を計画し，マルコは大学の卒業を遅らせること
に決めました。「この国では何をするにもお金
がかかるので，学業，仕事，家庭を持つことの
うち，二つ以上を同時に行うのは難しい
のです。」イタリア人の大半は経済的な
理由から，学業を終え仕事が安定
してから結婚しますが，「わたした
ちの一番の願いは家庭を持つ
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「福音の中で育てれば，
子供たちは疑問への答えを
見つけられるようになる
と知っていました。」
――アンナ・フェリーニ



ことでした」と言うマルコは，そのために必要なものは3つし
かないことを実感しています。それは仕事，住む場所，前進
するための信仰です。初めは「良い仕事に就けませんでした
が，それで十分でした」とマルコは言います。「難しい決断を
迫られるときは，とにかく一歩を踏み出さなければなりません。
信仰をもって進み，最善を尽くすように努め」，必要な祝福が
与えられると信じるのです。やがてマルコは観光業界でより
条件の良い仕事に恵まれます。それは伝道中に学んだ外国
語のおかげでした。マルコにはまた，什

じゅう

分
ぶん

の一を納めること
についての証

あかし

もあります。若い家族ですが，これまで一度
も行き詰まったことがないからです。
マルコは教育を受けるようにという教会の指導者か

らの勧告を真剣に受け止めていて，子供たちがもう少
し大きくなったら学位を取ろうと計画しています。しか
し今は，「家族のそばにいることが大切だという御霊
のささやきを感じます。ジュリアとロレンゾという
二人の子供が生まれてから，何一つ後悔
したことはありません。」
ラファエラは「お金はそれほどあり

ません。でも幸せです」と語ります。
彼らは幸福の計画に加わり，福音の祝
福を受けられるよう次の世代に真理
を教えられることに感謝しています。

目的において一致する
「霊的な一致は，堅固な家族の信仰
を築くうえで欠かせない要素になりま
す」と話すのはイタリア・ローマステーク
のピエロ・ソナーリャです。「同じ目的
を持って一致することは，どの家族も
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強めてくれます」が，その目的が「家族でイエス・キリストに近
づく」ことであれば特に大きな祝福です。ソナーリャ家族もこ
のことを最大の目的として生活しています。
ピエロは昔からそのような優先順位を持っていたわけでは

ありません。15歳で教会を離れて以来，自身が父親となり，
父親が心臓発作で危うく命を落としかけるまで，教会に戻る
ことは考えていませんでした。しかし，これらの経験で，子供
のときに学んだ福音の教えを突然思い出しました。「悔い改
めて生活を正さなければならないことがよく分かりました」と
話しています。また，「このように重大で，驚くほどの変化」は
家族に影響を与えることも知りました。両親は離婚していま
したが，その理由の一つは宗教の違いでした。ピエロは，自
分の家族が一つに結ばれることを願っていました。



ピエロの妻カルラは別の宗教で育ち，子供
のころ毎週日曜日に教会に通っていました。
「ですが，行く度に混乱してしまいました」と話
しています。そのころのカルラにとって，宗教と
は，人生を形作るものというよりは単なる伝統
でした。彼女はそれ以上のものを望んでいま
した。書かれた祈りではなく，「自分自身の言
葉で，天の御父に自分の祈りをささげたいと心
の底から望んでいたのです」と話しています。
祈りを通し，真心を込めて主との関係を築いて
いたおかげで，ピエロが再び活発に教会に通
うようになったとき，カルラは回復された福音
を受け入れる備えができていました。
信仰において一致した両親となったピエロ

とカルラは，息子のイラリオとマッティアが誘惑
に打ち勝てるよう，幼いうちから備えさせようと
しています。「家族で毎晩聖文を読み，家庭の
夕べをしています。息子たちは喜んで参加して
くれます。わたしたちは教会に通い，一緒に祈
ります。神殿にも行きます」とカルラは話します。
最寄りの神殿がスイスかスペインにしかないピ
エロとカルラにとって，定期的な神殿参入は容
易なことではありません。
ピエロはさらにこう話します。「あらゆる瞬

間を教える機会としてとらえるよう努めていま
す。幼い息子たちは今，人生のこの時期にあっ
て特に両親に従うことを学んでいます。」親から
学ぶことにより，息子たちが天の御父に従うこ
とを学べるようになってほしいとピエロは望ん
でいます。そうすれば，子供たちは10代の間，
またその後も，忠実であり続けるために必要
な力と証で身を固めることができます。ピエロ
は，永続する幸福は神に従うことによってのみ
もたらされるということを知っており，子供たち
にも知ってほしいと望んでいます。
ピエロと同じように，イタリア・ローマステーク
のアンドレア・ロンディネッリも父親の死という，
人生を変える出来事を経て福音を見いだしま

した。「このように終わるはずがないと悟った
んです」と話しています。アンドレアは墓を超え
ても命は続き，命と死には目的があると感じま
した。アンドレアは父親の死後，宣教師を探し
出して15日後にバプテスマを受け，その15年
後には妹たちがバプテスマを受けました。
その後すぐアンドレアは祝福師の祝福を受け
ました。祝福文の中で，アンドレアは主から永
遠の伴

はん

侶
りょ

を約束されました。「伴侶となる女性
を探しながら，何度も祈りました」と話してい
ます。霊的な目標を共有できる女性を妻にし
たいと望んでいました。相手が神殿での結び
固めを望まなかったために婚約を破棄したこ
ともあります。「妻になる女性と出会う備えをす
るため，できることはすべて行いました」と話し
ます。何度もささげた祈りの答えとして，アンドレ
アはいつか息子をもうけると感じました。この経
験のおかげで，アンドレアは忍耐強く伴侶を探し
続け，マリエラに出会うことができたのです。
マリエラは11歳のときにコロンビアで福音を
見いだしました。母国での伝道を終えた後，イ
タリアを訪れると，驚いたことに，そして少し
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アは話します。このような経験は，霊的な土台を強めてくれま
す。今後，子供や孫が，この土台の上にさらに築いていくこと
でしょう。

喜びをもって生活する
家族の信仰を築く3番目の要素は，喜びをもって生活する

ことだとイタリア・フローレンス地方部ピサ支部のロレンゾ・マ
リアーニは言います。ロレンゾは地方部会長会の顧問です。
妻のイラリアは専業主婦で，若い女性の責任を果たしていま
す。するべきことはたくさんありますが，笑顔を忘れずに果た
していこうと努めています。幸せだと態度で示すことは，子供
たちが福音に従って生活する習慣を身に付ける助けに
なると信じています。ロレンゾはこう話します。
「教会のために何かをするとき，負担に感
じているような姿は見せません。良い
態度で臨み，模範を示します。親が喜
んでやっているのか，それとも単なる
義務感から行っているのか，子供たち
には分かるものです。」
イラリアは「子供たちの心に信仰を
植え付けるにはどうすればよいか，毎
日よく考えています」と話します。愛を
込めて息子のジョエレとダビデに接す
ることで，二人が家族を喜びと
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ロレンゾ・マリアーニと

妻イラリアは，

永遠の視点を

持ち続けることを

息子のジョエレとダビデに

教えるために

犠牲を払っています。

困ったことに，イタリアに永住するようにという聖霊の促しを
感じました。こう話しています。「コロンビアに住んでいて何
の不自由もありませんでした。仕事もありました。教会にも
活発に通っていました。学ぶ機会もありました。でも，自分は
目的があってイタリアに来たのだと感じました。ここで果たす
べき役割があると心に感じたのです。」
アンドレアはマリエラの受けた促しに感謝しています。アン

ドレアがマリエラと出会ったのは，自身のバプテスマから2年
後のことでした。今二人は，自分たちがかつて待ち望んでい
たとおりの結婚生活を送っています。神殿で結び固められ，
信仰を共にしているのです。二人は「散歩をしたりして一緒
に過ごしながら」きずなを強め続けているとマリエラは言い
ます。
家庭の夕べも最も大切なことの一つです。「家族全員で息

子のバプテスマに向けて取り組みました」とアンドレアは語り
ます。何か月もかけて，家庭の夕べの中でどのようにバプテ
スマと確認に備えるかについて家族で学び，「ダニエレがこ
れから受け入れることになる原則について研究しました。み
んなで取り組み，バプテスマに向けて十分に備えられたと感
じました。」家庭の夕べでは必ず子供たちにも割り当てがあ
ります。「娘のバレンティーナは音楽の指揮をします。とても
上手なんですよ」とアンドレアは笑顔で話します。ダニエレは
賛美歌を選び，時 レ々ッスンの準備を手伝います。「毎週月曜
日は，家族でいつもすばらしい経験をしています」とアンドレ



感じ，家族のつながりはお金よりも大切だと知ることができ
るよう望んでいます。こう話しています。「イタリアの家族を脅
かす力の一つに，結婚を望まない，あるいは複数の子供をも
うけず，一人の子供にお金をかけて多くのものを与えようとい
う風潮があります。」彼女は，自分の子供よりも周りの子供た
ちの方が物質的に恵まれていることを知っていますが，永遠
の真理を子供に教えるために時間をかけることに比べれば，
それらのものは「必ずなければならないというわけではあり
ません。」
多くの女性が仕事をし，社会で楽しく交わっているのを見
て，イラリアは時々寂しさを感じることがありますが，助けを
祈り求めると御霊を感じ，幸福感と力で心が満たされます。
「わたしを愛してくれる教会の姉妹たちにも恵まれています」
と話します。助けを祈り求めると，支部の姉妹が電話をくれ
たり手を差し伸べてくれたりすることもあります。
イラリアとロレンゾは，家族の輪をさらに広げ，子孫が何世

代にもわたる忠実な先祖から学び，模範に倣う日を楽しみに
しています。「わたしたちは子孫のために祈っています」とロ
レンゾは語ります。第2世代の教会員として，「鎖の中の強い
輪になるという大きな責任を感じています。」
ロレンゾとイラリアは開拓者であるという特権に心の底か

ら感謝しています。一族の間で，福音の光の中で子供を育て
る最初の親の一人に数えられるからです。ロレンゾの家族で
は母親が最初に教会に加わりました。イラリアはおばから教

会について学びました。「福音は夫婦関係を強めるうえでと
ても役立っています」とロレンゾは言います。福音の「おかげ
で，家族を永遠の観点から見ることができます。この世の考
え方ではなく，永遠の観点から正しい選択をしようと努めて
います。」正しい選択を続けることで家族の輪が強まり，忠実
な世代が次の忠実な世代へとつながっていくのです。
「総大会で，大平原を横断した開拓者を曽

そう

祖
そ

父
ふ

母
ぼ

に持つ話
者の話を聞くと，少しうらやましく思うこともあります」とイラリ
アは正直に話します。先祖が福音のために犠牲を払った人
ばかりであることは，なかなか想像できません。しかし，イラ
リアとロレンゾは母国で教会が発展する様子を見て励まされて
います。この国に最初の種を植えた宣教師たちに感謝し，さ
らに豊かな刈り入れが待っていることを確信しているのです。
イラリアはその日を思い描いて笑みを浮かべます。「いつか，
だれかがイラリアひいおばあちゃんの日記を読む日が来ます。」
信仰の家族の物語が今，イラリアから始まっているのです。

子孫を備える
イタリアの市民が古代遺跡やルネサンス時代の美を守る一

方，イタリアの末日聖徒も歴史を築いています。永遠の価値
を持つ家族の歴史を築くため，戒めを守り，子供にも同じよ
うに教えているのです。救い主が戻って来られる日を待ち望
み，子孫が主の弟子に数えられることを願っています。
そのために，イタリアの教会員は自分自身が真の弟子にな

れるよう努力しています。堪え忍び，勤勉であり，幸せになり，
神殿の聖約で結ばれた忠実な家族を築けることを証明してい
ます。イエス・キリストを信じる信仰をはぐくむとはどういうこ
とかを，言葉と模範により次の世代に教えているのです。■



メキシコでわたしは，すばらしい末日
聖徒の家族の中で育つことができ
ました。大学生のとき，冬に帰省す

るのがとても楽しみでした。我が家のドアを
開け，シナモンと小麦のトルティーヤの香りを吸
い込むのです。物質的には貧しかったものの，
福音を愛する，強い証

あかし

を持った家族でした。
わたしは特に，モルモン書に対する両親の

証が大好きでした。父はモルモン書を熱心に
研究していました。わたしが成人した後も，親
子で何度もモルモン書について話し合っては
強い御

み

霊
たま

を感じて涙を流したものです。父は
モルモン書にある教義を理解していました。
1917年に6歳で教会と出会い，改宗した父は，
子供のころ，動物たちを放牧していたときの経
験を何度も話してくれました。父はいつもバッ
グにモルモン書を入れていたそうです。
母はいつも家族と主のために生きる穏やか
な女性でした。6人の子供を育てながらいつ
も教会のために奉仕していた母は，家族に
とって信仰の力強い模範となりました。この国
に伝道部が一つしかなかった1940年代に，母
は宣教師として奉仕しています。

父の教え
わたしが子供のころ，父は建築会社のトラッ
ク運転手としてきつい仕事に就いており，大変
忙しい毎日を送っていました。それでも，いつ

もわたしのために時間を取ってくれました。高
校生のとき，父は仕事から帰ると5人の姉や妹
たちに「ベンハミンはどこにいる？」と聞いたそ
うです。
すると彼女たちはやって来てわたしに言い

ます。「お父さんが呼んでいるわよ。」
わたしは友達と遊ぶのをやめ，父のところに
走って行き，「お父さん，何か用？」と尋ねます。
すると父はこう言うのです。「聖典を持って，

一緒に来なさい。」
こうして週に2，3度，わたしたちは一緒に聖
文を読みました。父は偉大な聖文の教師でし
た。当時メキシコにセミナリーはありませんで
したが，今思えば，父という教師のもとで勉強
したことが，わたしにとってのセミナリーになり
ました。
聖文を読み，父の説明を聞きながら，御霊

を感じるとはどういうことかを，心でも頭でも
学びました。それは自分自身で得た知識とな
りました。父が聖文について説明してくれると
き，御霊をとても強く感じたことが何度もあり
ました。
父とのこのような経験が，天の御父と教会に
対する自分の証を築くきっかけになりました。
以前から教会は真実であると思ってはいまし
たが，ただ思うだけでは十分ではありません
でした。父はわたしの手を取り，鉄の棒をつか
ませてくれたのです。父がこのように接してくれ
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父は偉大な
聖文の教師でした。
今思えば，
父という教師のもとで
勉強したことが，
わたしにとっての
セミナリーになりました。
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たことは，わたしが福音の中で証を得，心に安
心感を持つうえで大きな役割を果たしました。
父との勉強で，わたしは聖文についていろ
いろなことを学んだだけでなく，父に愛されて
いることも知りました。当時は十分に理解でき
ませんでしたが，父は父の方法でわたしを愛
してくれていたのです。父はほかにも，何度も
映画や食事に誘ってくれました。父に大切に
されたおかげで自分が守られていたということ

が分かります。子供を持つようになった今，父
が特別な方法でわたしを愛してくれていたこと
が分かります。

注意深く友達を選ぶ
16歳のとき，学校の友達のほとんどは教会

員ではありませんでしたが，自分が教会員であ
ることは皆知っていました。友達はたばこを
吸ったり，わたしならしないようなことをしたり

36

ある日，友達が
わたしを
乗せたまま

猛スピードで
運転し始めました。
わたしたちの車は
警察官に止められ，
恐い思いをしました。
将来について
考えなさい
と言う父の言葉を
思い出しました。
この経験のおかげで，
どのような友達と
つきあうべきか，
心に決めることが
できたのです。



し始めました。その結果，以前のようなつきあいができなく
なりました。彼らの話題についていけず，考えることやするこ
とが合わなくなってしまったのです。
ある日父が言いました。「友達から受ける影響について考

えてみなさい。」そしてわたしによく考えるように，また，友達
を変える必要があるか検討するように忠告してくれました。
大学生になるととても忙しくなり，あの友達といつも一緒に

いることはなくなりました。しかしある日，彼らと一緒に車に
乗っていると，皆が何か悪いことをしようと言いだし，猛ス
ピードで運転し始めました。わたしたちの車は警察官に止め
られ，恐い思いをしました。将来について考えなさいと言う
父の言葉を思い出しました。この経験のおかげで，どのよう
な友達とつきあうべきか，心に決めることができたのです。
わたしは教会の活動に活発に参加するようになりました。

ミューチャルはとても楽しかったです。そこで出会う友達と
つきあおうと決めていたからです。善い友達と交わらなけれ
ばならないという父の言葉は正しかったと知りました。わた
しには伝道の準備を手伝ってくれるような友達が必要だった
のです。

愛ある天の御父
父がそうだったように，天の御父もわたしのことを大切に

扱ってくださいます。天の御父がわたしを愛してくださってい
ることを知っています。様 な々方法で，また様 な々状況の中で，
御父はわたしたち一人一人を心にかけてくださいます。時々
わたしたちは，御父より友達のことばかりを考えてしまい，御
父の声が耳に入らなかったり，進んで御父の声を聞こうとし
なかったりすることがあります。天の御父はそれでもわたし
たちを愛しておられることを知っています。助けを
求めれば御父はそばに来てくださいます。御父は，
わたしたちが，そのことを心の中で理解できるような
機会を与えてくださいます。

聖
せい

餐
さん

を配るという特権
青少年のときに，聖餐会で御父の愛を感じたことをよ
く覚えています。ワードには若い男性がほんの2，3人し
かいなかったので，日曜日には必ず聖餐を配りました。
教師になると，毎週パンと水の準備をしました。当時はガ
ラスのカップを使っていて，一つ一つ洗わなければなりま
せんでした。

聖餐を配るとき，会員たちの目を見ることができました。
年配の人，若い人，子供たち。一人一人が特別な思いでパン
と水を取っています。彼らが天の御父の愛を強く感じている
ことが分かりました。聖餐を通して得た経験は，永遠に忘れ
られない記憶となりました。わたしは毎週，自分たちのため
に亡くなられた主を思い起こします。ふさわしければ，家族
として永遠に一緒にいられることを思い出すのです。

証による慰め
年を取った父は，自分がやがてこの世を去るということに

ついてわたしと話しました。父に恐れはありませんでした。
むしろ平安でした。死について話す父には，家族と再び一
緒になれるという確信がありました。贖

あがな

いと復活のおかげで，
父とわたしの心には大きな安心感があったのです。復活の奇
跡について，わたしたちはいつも主に深く感謝していました。
父の教えのおかげで，わたしは幼いころから，イエス・キリス
トの福音が真実であることを，頭だけでなく心でも知ることが
できました。モルモン書が真実であること，ジョセフ・スミスが
預言者であること，トーマス・S・モンソン大管長という預言者
が今

こん

日
にち

与えられていることを，御霊は何度も教えてくださいま
す。わたしには福音があるということを知っているおかげで，
幸せでいることができます。わたしは確かに，主がわたした
ちのことを心にかけ，わたしたちを御存じであることを知って
います。その結果わたしは，主イエス・キリストに対する自分
自身の知識を得ることができました。主の犠牲のおかげで，
父やほかの家族と再び一緒になれると知っています。■

両親はあなたを助けてくれます
「お父さんやお母さんを誇りに思ってください。
お父さんやお母さんは，皆さんが正しい道を選べ
るように助けてくれます。……高い目標を持つ人，
また自分を高めてくれる人を友達にしてください。」

エズラ・タフト・ベンソン大管長（1899－1994年）
「教会の子供たちへ」『聖徒の道』1989年7月号，86

37／ 2 0 0 8 年 8 月 号



を卒業し，
学校で良

い成績を
修め，大学

入試のた
め

の実力判定
試験（PSU

）で工学部
に入るのに

必要な点

数を取りた
いと願って

いました。

しかしPS
Uの準備を

進めなが
ら最終学

年に入る

と，アンド
レアは，何

一つ達成で
きないので

はないか

と悩むよう
になりまし

た。「目標
のどれ一つ

をとっても
，

達成できる
ようには思

えませんで
した」と彼

女は振り

返ります。

楽な目標
はない

アンドレア
は，競争の

激しい男性
優位の研究

分野へ

進もうとして
いました。

競争の厳し
さから，名

門と言わ

れる大学は
PSUの数

学できわめ
て高い得点

を要求し

ています。
お金の高い

私立高校の
生徒でなけ

れば，普

通はなかな
かそのよう

な点を取る
ことができ

ません。

アンドレア
は，このハ

ードルに挑
戦し，乗り

越えるた

めに，最終
学年に入る

と過酷なス
ケジュール

を組みま

した。朝
早く起き，

放課後は
遅くまで勉

強しました
。

食事はわ
ずかな空

き時間に
済ませ，週

に4回，夜
の

セミナリー
を何とか予

定に詰め込
みました。

アンドレア
はこう語り

ます。「落
ち込むこと

もありま

した。い
ろいろな

ものを犠
牲にしな

ければな
らな

かったから
です。わた

しが『いい
え，だめな

の。勉強

しなくちゃ
』と言うの

を友人は何
度も聞いた

と思いま

す。また，
勉強の虫と

言われてか
らかわれた

ことも数

え切れませ
ん。」

しかし，安
定した将来

を望むなら
途中で投げ

出す

わけにいか
ないことは

分かってい
ました。

教会機関誌

ア ダ ム・ C
・オ ル ソ ン

チ
リのサンテ

ィアゴに住
むアンドレ

ア・ゴンサ
レ

スには，高
校生ときに

，どうしても
かなえた

い夢があり
ました。そ

れは，いざ
というとき

にも家族を
養えるだけ

の機会を与
えてくれ

る大学の学
位を取るこ

とです。

そのため
に，アンド

レ

アはセミナ
リー

大切な試験
に備えるこ

とで，

アンドレア
は究極の試

験に合格す
る秘

ひ
訣
けつ
を学びまし

た。

これまでの
……

人生で最大
の

試　験



大管長会第一顧問のヘンリー・B・アイリング管長はこう言っています。「人生での大いな
る試しとは，人生の嵐

あらし

の真っただ中でわたしたちが
神の命令に聞き従うかどうかを見ることなのです。」1
主とともにいれば，手に負えない試験はないアンドレアは，しばしば二つの試験の間で悩みまし
た。しかし，まさにそのときに，アンドレアは神を第一
に置くことが両方の試験に合格する秘訣であることを
学んだのです。
アンドレアは，教会の活動と学校の行事，福音の勉

強と試験勉強のどちらかを選ばなければならない状
況に何度も直面しました。しかし，教会を第一に選べ
ばより良い気持ちになるということを早いうちに学ん
だと話しています。まず天の御父に関心を向けるなら
ば，御父は自分の問題が解決できるよう助けてくださ
るという証

あかし

が強まったのです。アンドレアは，これらの経験からもう一つの大切な
教訓も学んだと話します。「御父は試験をなさいます
が，合格できるよう助ける力も持っておられます。」アンドレアのあこがれであるニーファイもこのように
言っています。「主が命じられることには，それを成し
遂げられるように主によって道が備えられており，それ
でなくては，主は何の命令も人の子らに下されないこ
とを承知しているからです。」（1ニーファイ3：7）最初の試験は合格でした。しかしアンドレアは，次
の試験に合格する準備が整ったと言えるようになるに
は，まだ学ぶことがたくさんあることを知っています。
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写
真
／
ア
ダ
ム
・
C
・
オ
ル
ソ
ン
、
そ
の
他
の
説
明
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
背
景
―
―
写
真
／
ク
レ
ー
グ
・
ダ
イ
モ
ン
ド

試験に合格
犠牲が報われる時が来ました。PSUの数学で，ア

ンドレアは満点の850点を取った全国200人のうちの
一人になりました。しかも，公立高校の女子生徒で満
点を取ったのは二人だけだったのです。また，セミナリーでも一生懸命学び，優れた成績で
卒業しました。そのほか，時間を取ってクラスメートた
ちの勉強を手伝ったことで，年間「ベストフレンド賞」に
も選ばれました。
アンドレアは，合格したのは何をするべきかを知っ

ていたからであり，自分にどれほどの知識があったか
ということとはあまり関係がないと考えています。言い
換えれば，祝福は，自分の思いではなく主の勧告に従
うことから来るのです（2ニーファイ9：28－29参照）。
「神様をないがしろにするようなことがあれば，頭が
良くても何の価値もありません。いつも神様を第一に
置かなければなりません」と彼女は話しています。
別の試験
アンドレアは大学入試の勉強をしながらこの原則を

学びましたが，これは彼女が受けていた別の試験に
も欠かせないものでした。それは，あらゆる人が受け
なければならない，人生という名の試験です。この試験について，主御自身も聖文の中でこう説明
しておられます。「わたしたちはこれによって彼らを
試し，何であろうと，主なる彼らの神が命じられるす
べてのことを彼らがなすかどうかを見よう。」（アブラ
ハム3：25）
「天の御父が試験をなさるのは，わたしたちがどの
ような行動を取るかを御覧になるためです。」過酷な
スケジュールに添って努力したことや，時にはからか
われても忍耐したことを振り返りながらアンドレアは話します。「人生の試験に合格するには，従順でなければなりません。」従順さは物事がうまくいっているときだけでなく，困難なときにも求められます。
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主の教科書
大切な試験に備えるためにアンドレアが読んでいたのは，数学と科

学の教科書だけではありません。
「聖文は主の教科書です。聖文には，神様がわたしたちに理解する
よう望まれる事柄が書かれています。わたしたちは聖文を研究しな
ければなりません」と話しています。
落ち込んだときにアンドレアが開いたのは学校の教科書ではあり

ません。「主の教科書を読んで元気になりました。がっかりすること
があったら，聖文を読むことで助けが得られます。」
アンドレアは特にモルモン書が大好きになりました。「モルモン書

のおかげでわたしの人生が変わりました。聖文に登場する人々の模
範は，ほんとうにわたしを助けてくれました。」
ニーファイは，試練を乗り越えられるよう神が助けてくださると信

じていました。このことは試練に直面したアンドレアにとって偉大な
模範となりました。「ニーファイに助けられたことが何度もあります」
と彼女は言っています。
ニーファイは次のように語りました。「しかし見よ，主の深い憐

あわ

れ
みは，信仰があるために主から選ばれたすべての者のうえに及び，こ
の人たちを強くして自らを解放する力さえ与えることを，わたし二ー
ファイはあなたがたに示そう。」（1ニーファイ1：20）
次の聖句を読んで，主を信頼したニーファイの模範から学びましょ

う。1ニーファイ3：7，4：1，7：12，9：6，17：3，50。2ニー
ファイ4：19，34。

それでも，神を第一に置くなら，その試験にも合格でき
るように神が助けてくださることを知っているのです。■

注
1．「霊的な備え――早くから始め，絶えず積み重ねる」『リアホナ』2005年
11月号，37

アンドレ
ア，

満点

おめでと
う！



1830年に預言者ジョセフ・スミスに与えられた啓示の
中で，主はこのように勧められました。「わたしに
学び，わたしの言葉を聴きなさい。わたしの御

み

霊
たま

の
柔和な道を歩みなさい。そうすれば，あなたはわたしによって
平安を得るであろう。」（教義と聖約19：23）スペンサー・W・
キンボール大管長（1895－1985年）は，この平安と導きを得
るという約束を次のように再確認しています。「わたしは自分
と神との関係が密接でなくなったと感じるとき，また神が耳
を傾けず，声を発しておられないように感じるとき，神から遠
く離れていることが分かります。そのようなとき，もし熱心に聖
文を読むならば，その距離は縮まり，霊性が戻ってきます。」1

聖文に没頭するために，教会員が見つけた幾つかの方法
を紹介します。

預言者について研究する
モルモン書は何度も読んできましたが，毎回，異なるテー
マや教えを探しながら読むようにしています。今回は，モルモ
ン書の預言者についてもっと知りたいと思いながら研究する
ことにしました。ニーファイ第一書を読み始め，リーハイにつ
いて6つのテーマに分けてメモを取りました。教え，人格，家
族との関係，神との関係，神からリーハイへのかかわり方，啓
示を受けた方法の6つです。リーハイの後の預言者たち，
ニーファイとヤコブについても同じ方法で研究しました。主が
預言者として召される人々に共通する特質，またそれぞれの
預言者が最も重点を置いて教えた事柄を見いだそうと努め
ています。
アメリカ合衆国，カリフォルニア州，デブ・ウォールデン
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聖文を効果的に研究する様 な々方法を，
世界各地の教会員の経験から紹介します。

「約束の地に到着するリーハイとその民」アーノルド・フライバーグ画

聖文研究を常に
実りあるものとするために



自問する
聖文を読みながら自問するようにしています。
わたしの問いは二種類に分けられます。一つ
目は，聖文を理解し，生活にどのように当ては
まるかを考えるための質問です。次のように自
問します。――この状況は自分の生活のどんな
点と似ているだろうか。何の原則が教えられて
いるのだろうか。なぜ著者はこの記述を含め
ることにしたのだろうか。どのようにすれば今
の自分の生活に当てはめられるだろうか。二
つ目は，生活の中で悩んでいる事柄，つまり答
えを求めている状況や問題についての質問で
す。家族の問題に対処することや仕事を変える
ことなど何でもかまいません。このように自問
すると，御霊に耳を傾け，主が何を教えようとさ
れているか知ろうと努めながら，ほんの数節で
聖文学習のすべての時間を使っていることが
あります。心に問いかけながら読むときに，答
えが見つかるということが分かりました。
アメリカ合衆国，カリフォルニア州，ジョアンヌ・Z・ヨハンソン

聖文の場面にいる自分を想像する
標準聖典を読むときはいつも，目的をもって
読んでいます。自分やほかの人にとって興味深
くて有益な事柄を探したいと願うようにしてい
ます。騒音や話し声が聞こえない場所を見つ

けます。気を散らす
ものを避け，聖文に
無関係な思いを追い
払うようにします。そ
れができるよう，読ん
でいる出来事が実際
に目の前で起こり，そ
の場を目撃している
自分を想像します。
そうすると，周りの世
界から完全に隔絶さ
れるほど集中するこ
とができます。
ドミニカ共和国，
フアン・デ・ディオス・
サンチェス

聖文日誌をつける
これまで聖文に没頭したときのことを思い出

すと，受けた印象や感動した聖句を記した研
究記録を必ずつけていました。そこで，ノート
とペンを取り，聖典のそばに置くことにしました。
始めたころは，読んだことについて書くのは面
倒な作業でした。大変な時間と労力が必要で
した。当初は仕事の前に少しだけ霊的な糧を
得られればよいと思っていただけだったので
す。それでも投げ出さずに続けました。すると，
聖文がいきいきと語りかけてくるようになった
のです。聖句について考え，細かく分析し，生
活に当てはめるようになりました。簡潔な聖句
が，子育てに関する厄介な問題への解決策を
与えてくれました。やがてメモを取ることが苦
にならず，ただ読むのと同じ時間でメモが取れ
るようになりました。また，過去に受けた印象
や感想を読み直すと，現在の疑問や問題の答
えを見つけられることも分かりました。あたか
も主が，わたしが必要とするひらめきを数週間
前に与えてくださっているかのようです。
アメリカ合衆国，ユタ州，エリカ・ミラー

祈りで始める
読み始める前の祈りの大切さを理解して初

めて，聖文の内容を理解する力が大きく向上し
たことに気づきました。読む前に熱心に祈ると，
聖霊が思いに語りかけてくださることが分かり
ました。誠意をもって心から天の御父に祈るこ
とで，聖文を研究し深く考える際，自分の霊が
聖霊と語り合うことができるようになりました。
やがて，問題に対する多くの答えを聖文の中か
ら見つけられるようになりました。そのときの
自分が直面している問題に焦点を当てて祈り，
自分の思いに理解力が与えられるよう天の御
父にお願いすると，生活で大切な事柄について
新しい見方ができるようになります。読む前に
熱心に導きを求めるときに，自分に当てはめら
れる状況を聖文の中に見いだすのです（1ニー
ファイ19：23参照）。
アメリカ合衆国，ワシントン州，ジェス・ラッド

ニーファイはこう
書いています。
「わたしは

聖文に喜びを
感じるからである。
わたしは
聖文について
心に深く考え，
わたしの子孫の
知識となり
利益となるように
これを書き記す。」
（2ニーファイ4：15）

質問を思い浮かべながら読む
「あるときは教義を知るために聖文
を読みます。または，導きを得るため
に聖文を読むときもあります。わた
しは心の中で質問を思い浮かべなが
ら読むのですが，おおかたの場合，そ

の質問は次のようなものです。『神はわたしに何をするよ
うに求めておられるのだろうか。』または『神はわたしに
何を感じるように望んでおられるのだろうか。』そうする
と，今までになかった，新しい発想や考えが浮かんでき
て，霊感と導きと，質問に対する答えを受けるのです。」

大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長
「聖文研究について語る」『リアホナ』2005年7月号，8参照



救い主の教えを探す
チリのサンティアゴ西伝道部で専任宣教師として奉仕して

いたとき，聖文研究について，また求道者や自分にとっていっ
そう効果的に聖文研究を行う方法について貴重な発見をし
ました。ある日，すてきな若い夫婦と子供たちを教えている
と，第三ニーファイ第11章を読むだけでなく，目的を持って読
むよう勧めるべきだという思いがはっきりと浮かびました。同
僚とわたしは，ここを読むことで，救い主がアメリカ大陸を訪
れられたことが分かります，と簡単に証

あかし

をする代わりに，救い
主が何を教えられたのか，特に最初に教えられたことは何か
を見つけるよう夫婦に勧めました。加えて，子供たちにも宝
探しをするような気持ちで同じところを読むように勧めまし
た。彼らはわたしたちの言葉に真剣に聞き入っていました。
子供たちも，真理というモルモン書に隠された宝を両親が探
すのを手伝いたくてうずうずしていました。その姿を見て，わ
たしたちは家族が約束どおり聖文を熱心に研究してくれると
いう確信を強めました。
翌日，再び訪問すると，彼らは聖文を読み，古代アメリカ大

陸の住民へのキリストの最初の教えを見つけただけでなく，
第11章に書かれた主の教えのほとんどを自分の言葉で言え
るようになっていました。子供たちも，とても楽しい経験をし
たようでした。
アメリカ合衆国，ミネソタ州，ライアン・ガシン

大会説教と賛美歌を活用する
我が家では家族の聖文研究がうまくできませ

んでした。子供たちを集中させるのに苦労して
いたのです。そこで，このような手法を試みまし
た。夫とわたしが声に出して，交互に総大会の説教
を読みます。聖句が出てくると，その箇所を言います。
すると子供たちがその箇所を見つけ，
皆が印を付けると，子供の一人が
その聖句を読むのです。子供た
ちは聖典と鉛筆を手に，いすか
ら乗り出すような勢いで参加し
てくれました。これで終わりだ
と言うと，子供たちは「お願い。
もう一つだけ聖句を言ってよ」
と言うのです。聖文研究を終
える前には賛美歌を歌いまし
た。歌う準備ができると，『賛
美歌』の後ろにある参照聖句

索引の見方を教えました。すると，その中から子供たちは自
分で印を付けた聖句を見つけ，わたしたちは対応する賛美歌
を歌いました。賛美歌は，家族で勉強した福音の原則を再度
強調してくれました。実に有意義な聖文勉強になりました。■
アメリカ合衆国，バージニア州，ドナ・マカーディー・ニールソン

注
1．『歴代大管長の教え――スペンサー・W・キンボール』66－67
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2004年9月，第二次世界大戦でのオランダ解放60周年
を祝うため，二人の孫，ジ

ムとアリエンヌとともにオランダを訪れ
ました。B－24爆撃機の副操縦士だっ
た兄のエバンが1944年の解放作戦の
途中で戦死しており，わたしたちはオ
ランダの歴史団体から記念式典に招待

歌「星条旗」を歌い，15歳のジムは，合
衆国国旗の掲揚を手伝いました。
その後，チューリン神父に，翌日

オーステルハウスにある神父の教会で
行われる，解放記念特別ミサに出席し
たいと伝えました。神父はわたしたち
が関心を持っていることを喜び，ミサに
招待してくれました。それから，わたし
は勇気を奮い，アリエンヌをミサで歌わ
せてもらえないかと切り出しました。
そのことについて，アリエンヌとは事前
に相談してありました。
驚いた神父は尋ねました。「何を歌
うのですか。」
「『神の子です』1 という曲です」と答
えました。
善良で親切な神父は，少しの間考

えてからこう答えました。「わたしたち
は皆，神の子です。ぜひ，歌ってもらい
ましょう。」
翌朝早く解放記念ミサに出向くと，教
会は人でいっぱいでした。ミサの途中
で，チューリン神父はこれからアリエン

歌声が
教会の高い天井に
こだますると，

教区の会員たちは
この賛美歌の慰めに満ちた
メッセージを理解して
涙を流し始めました。

されていたのです。
滞在中，記念額を納める式に出席す

るため，国境を越えてすぐの所にあるド
イツの町ホマーズムへ行きました。エバ
ンの飛行機が墜落した地です。この式
典の主催者の一人に，ゲラルド・チュー
リン神父がいました。わたしは式典で
話をし，17歳のアリエンヌはアメリカ国

大聖堂にこだました賛美歌
コリン・アラン

絵
／
ダ
ニ
エ
ル
・
ル
イ
ス



ヌが前に出て歌うと発表しました。神
父はアリエンヌを前まで連れて来るとこ
う言いました。「これから，ユタ州から
来たモルモンの少女の歌を聞きます。」
楽譜も伴奏もなしでアリエンヌは歌

い始めました。歌声が教会の高い天
井にこだますると，教区の会員たちは
この賛美歌の慰めに満ちたメッセージ
を理解して涙を流し始めました。
集会が終わると，たくさんの人が，賛

美歌を歌ったアリエンヌに感謝と愛を
示してくれました。この経験は，人種や
宗教，言語にかかわりなく，わたしたち
すべてが神の子供であるということを，
力強く思い起こさせてくれました。■

注
1 『賛美歌』189番

忘却の
かなたから現れた
すばらしい求道者
ペリー・W・カーター

ある朝，電子メールを確認して
いると，届いたメールの中に
エンリケ・ホルヘ・ディアスと

いう見覚えのない名前があるのに気が
つきました。件名は「すばらしい求道
者からのサルードス（ごあいさつ）」と
なっていました。
どんな内容なのか見当がつかず，削

除しようと思いました。しかし好奇心
に勝てずに開いてみると，メッセージ
はスペイン語で書かれていました。
読んでみると，そのエンリケ・ディア

スという男性は，18才のときにアルゼ
ンチンのアドロゲに住んでいたことが

分かりました。30年以上前に，専任宣
教師として奉仕した町です。ある朝，
町の繁華街を歩いていた彼をわたし
が呼び止め，最初の示現についての小
冊子を渡したのだそうです。同僚とわ
たしは，伝道部会長の指示に従い，午
前中はよく小冊子を配っていました。
アドロゲの町の歩道に立って，恐らく
何百人もの人と話しましたが，名前を
教えてくれた人はほとんどいませんで
した。わたしたちと30秒以上話してく
れる人はまれでした。
30年以上がたち，そ
のような若い男性に話
しかけたことなど思い出
すすべもありませんでし
たが，彼はわたしを覚
えていました。メールを
受け取る2，3週間前，
わたしはアルゼンチン
伝道部のウェブサイトに
自分の名前を載せてお
り，ディアス兄弟は，そこ
でわたしの名前を見つ
けたのです。

メールには，ディアス兄弟が小冊子
を持って帰り，母親に見せたと書いて
ありました。母親はジョセフ・スミスに
ついてもっと学ぶように勧めました。
数か月後，ディアス兄弟が宣教師を見
つけようとしたときには，わたしはもう
別の地域に転任した後でした。
ディアス兄弟はほかの宣教師から福
音を学び，バプテスマと確認の儀式を
受けました。わたしはそれからさらに
20か月アルゼンチンで伝道しましたが，

彼がバプテスマを受けたこと
は，一度も聞きませんでした。
遠い昔のあの朝，通りで

交わした短い会話が，彼や
ほかの多くの人の人生を変え
ていたのです。バプテスマ
から2年後，彼は伝道に召さ
れアルゼンチンの北部で奉
仕しました。その後結婚し，
忠実な教会員として生活を続
け，ビショップや二つのステー
ク会長会での顧問，高等評
議員などの様 な々召しを果た
してきました。メールには，長

30年以上がたち，
アルゼンチンの
ある通りで
若い男性に
小冊子を
手渡したことなど，
思い出すすべも
ありませんでした。

45／ 2 0 0 8 年 8 月 号

末 日 聖 徒 の 声
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男がボリビア・ラ・パス伝道部で伝道し
たことも書き添えてありました。
そのメールを読んで，心にわき上

がった喜びはとても言葉で表せませ
ん。伝道中，うれしいことはたくさんあ
りました。しかし，随分遅れて届いた
このエンリケ・ホルヘ・ディアス兄弟か
らのニュースは，宣教師として奉仕し
たすべての思い出を，さらに喜ばしい
ものにしてくれました。■

パンと証
あかし

ビダ・H・リデル

ある断食日曜日，扶助協会の
時間に，ワードのある姉妹が
立ち上がって証をしました。

主がどれほど自分を愛し，大切に思っ
ておられるかが分かりましたという言
葉で証を始めた彼女は，次のような経
験を話してくれました。
肺炎を患っていた彼女は，ある朝と
ても苦しんでいました。食欲は著しく
減退し，手作りのパンがあれば，それ
だけは口に入りそうだと思いました。
気持ちは弱まる一方でしたが，この苦
しみを乗り越えられるよう，助けを求
めて祈っていました。
すると同じ日の午前，訪問教師が手
作りのパン1斤を持って訪ねて来てく
れたそうです。彼女は天の御父からの
愛を感じたと証しました。御父は彼女
の祈りを聞き，まさに彼女が必要として
いたものを与えてくださったのです。
彼女の証を聞きながら，その訪問教
師が自分だということに気がつきまし
た。なぜあのときパンを持って行こう
と思い立ったのか，あの朝のことを振
り返りながら思い出そうとしました。

声を聞いたわけではありませんでした
し，胸が燃えるようなこともありません
でした。あの日パンを焼いたのは，目
が覚めたときにただそうしたいと思っ

たからでした。
何斤かのパンを作
りながら，病に苦しむ
あの姉妹のことを考え
ました。病気の彼女に，
自分は何もしてあげる
ことができないと感じ
ていました。どうすれ
ば彼女の苦しみが和
らぐのか分からなかっ
たからです。パンを
持って行くことを思い
つきました。しかし，焼き上ったパンの
形が多少いびつだったので，持って行
くのはやめようかと迷いました。しかし
味は悪くないようです。わたしは「気持
ちだけでも伝われば」と思いました。
温かい不格好なパンを包み，彼女の
家に持って行きました。パンを渡すと，
彼女はほほえみ，感謝してくれましたが，
ほかにできることはないかというわたし

の質問には，特にないので大丈夫と答
えました。わたしは良い気持で家路に
就きましたが，あまり役に立てなかった
という思いはぬぐえませんでした。
数か月が過ぎ，彼女の証を聞いて，
彼女の祈りがこたえられるよう聖霊が
わたしにささやいてくださっていたと
いうことが分りました。この経験のお
かげで，御

み

霊
たま

の促しにこたえることが
いかに大切かを学びました。もし何か
善いことを行おうと思いついたらそう
するべきです。救い主は言われまし
た。「善を行うように人々を促すも
のはすべて，わたしから出る。善
はわたし以外の者からは出な
い。」（エテル4：12）
善いことをしようという思い

が心に浮かぶとき，それは御
霊から来るということが分りま
す。そのような促しがどれほど
重要なものになるか，わたした
ちは分かりません。手作りの
パン1斤が祈りの答えとなり，
証を強めてくれることになると
は思いもしませんでした。また
その姉妹も，扶助協会で自分
の経験を紹介するよう促しを
受けたとき，それを通してわた
しが御霊を認識することにつ
いて価値ある教えを学ぶこと
になるとは思いもしなかった
のです。■

手作りの
パン1斤が
祈りの

答えとなり，
証
あかし

を強めて
くれることになるとは
思いもしませんでした。



わたしはほんとうに
知っていたのでしょうか
ジャスティン・ゲラシターノ

1998年，オーストラリアで楽しい時間を過ごしたある夜，親
友から車で送ってほしいと頼

まれました。彼の家に向かいながら，
お互いの基本的な信条について話し
合っていました。彼は無神論者で，わた
しは末日聖徒です。わたしはこれまで
ずっと，神がおられることを知っていまし
た。逆に彼はこれまでずっと，神は存在
しないと信じてきました。
その夜，わたしは今までし

たことがないことをしました。
友人が車を降りる直前，彼に
向って，神が生きておられる
こと，イエスがわたしたちの
救い主であられること，ジョ
セフ・スミスが示現で御二方
に会ったことを知っていると
伝えたのです。
わたしはそれまで，こうした
ことについて度々彼と話し
合っていましたが，それが真
実であることを知っていると
は一度も口に出したことが
ありませんでした。しか
し，彼の心にいつまで
も消えない印象を残
したければ，彼に
証
あかし

しなければなら
ないと感じました。
友人はドアを開け，

わたしと握手して言いま
した。「すごく立派だと
思ったよ。皆，自分の信じ
ていることに自信を持って

いなければいけないよね。」
しかし困ったことに，実はあまり確
信がなかったのです。そのときは，あ
のように言うことが正しいと感じました
が，それが真実であるという霊的な確
証を受けたことはありませんでした。
家に着くまで20分ありました。その
20分がわたしの人生を変えました。彼
との会話を思い返しながら，人生につ
いて，また自分はどのような将来を目
指しているのかについて考え始めまし
た。思いを巡らせていると，賛美歌
「主は生けりと知る」が頭に浮かび，わ
たしの魂を貫きました。わたしは，車
の中で声を出して歌い始めました。

主は生けりと知る
そは幸

さち

を与
あた

う
死にし主は生きて
永
と

遠
わ

に生きたもう 1

歌っているうちに，目に涙があふれ
てきました。御

み

霊
たま

が，この歌詞が真実
であると証し，自分の証が真実である
という確認を与えてくれたのです。そ
のとき，証は実際の証をしていく中で
得られるものだと悟りました。2

自分の証が真実であると御霊が証
してくれたことを，わたしは決して忘れ
ないでしょう。贖

あがな

い主が生きておられ
ることを知っています。御霊がわたし
の魂にそう証したからです。それから
間もなく，その証を伝えるために専任
宣教師になれたことをうれしく思って
います。■

注
1 『賛美歌』75番
2 ボイド・K・パッカー「霊的な知識の探求」『リ
アホナ』2007年1月号，18参照証

あ　 か　 し

をすることが
正しいと
感じましたが，

それが真実である
という霊的な確証を
受けたことは
ありませんでした。



主の業に召されて
専任宣教師として奉仕する備えにつ

いて特集した『リアホナ』2007年3月号
にとても感謝しています。記事を読み，
伝道に出る決意を固めました。数か月
後，わたしは伝道の召しを受けました。
『リアホナ』の記事のおかげで，主がわ
たしを伝道の業に携わるよう召された
のはまさにこのときだと悟りました。『リ
アホナ』は，わたしたちが正しい選びを
するように導いてくれています。
フィリピン，ジュビー・セビーリャ姉妹

感動しました
『リアホナ』はわたしにとって大きな
価値があります。『リアホナ』のない生
活は想像できません。事実，21年前
にわたしが改宗したときも，『リアホナ』
は大切な役割を果たしてくれました。
家族について書かれた記事に強烈な
印象を受けたのです。一緒に祈る家族，
一緒に教会に行く家族，互いをいたわ
る家族など，そのすべてに感動し，お
かげで福音を理解できるようになりま
した。皆さんのすばらしい働きに感謝
しています。
スイス，ベアトリス・スンケ

結婚生活を強める
最近結婚した友人に『リアホナ』を
プレゼントしました。結婚について，ま
た互いに愛と関心を示し合う神聖な
責任についての記事が載っていたか
らです。友人は教会員ではありません
が，ご主人と一緒に読み，結婚生活を
強める助けになったと言ってとても感
謝してくれました。『リアホナ』は，教会
員にも，教会員ではない人にも祝福を
もたらしてくれます。
ベネズエラ，ベアトリス・デ・ガイガ

心からの感謝
天の御父と，この国に御父のメッ
セージを届けてくれる『リアホナ』の編
集者に，心から感謝します。『リアホナ』
は，教会に悪感情を抱いている友人の
中にいるときでさえも，そのような印象
をなくすために常に勇敢に立ち向かう
自信を与えてくれました。引き続き，こ
のすばらしい『リアホナ』を届けてくだ
さい。福音が世界のこの地に広がっ
ていくことを知っています。
ナイジェリア，アスクオ・ドミニク・エクペニョン

最高の機関誌
わたしは新会員です。『リアホナ』か
ら福音についてたくさんのことを学び
ました。ルームメートたちは『リアホナ』
にとても興味を持っています。宗教は
違いますが，彼らは毎月『リアホナ』が
届くのを楽しみにしています。友達の
一人は，これほどすばらしいものは一
度も読んだことがないと言っています。
わたしたちは皆，家計管理の表に関心
を持ちました（2007年9月号付録『すべ
ての必要なものを用意しなさい』
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の「予算ワークシート」参照）。皆で実
行しようと約束し合いました。ただし
彼らは，什

じゅう

分
ぶん

の一の部分については貯
金に回すそうです。
インド，ラージャ・サラモン

賛美歌に心打たれて
『リアホナ』2007年5月号を読んで
いて，ジェイ・Ｅ・ジェンセン長老の「賛
美歌の持つ養いの力」に深く感動しま
した。わたしにも賛美歌の持つ力に
ついて，強い証

あかし

があります。2000年2月，
地元のラジオ放送で，それまで耳にし
たことのない歌を聴きました。メロ
ディーだけでなく，聖歌隊の歌い方や，
歌詞のメッセージもとても気に入りまし
た。後になって，その曲は末日聖徒と
呼ばれる人たちが歌っていたことを知
りました。最初から最後までの歌詞が
欲しくなり，教会に行くしかないと思い
ました。初めて出席した日曜日，何よ
りもまず，賛美歌を手に取りました。あ
の曲がありました。『賛美歌』17番「恐
れず来たれ，聖徒」です。それから数
か月後，わたしはバプテスマを受けま
した。
リベリア，リチャード・S・スコットランド

読 者 か ら の 便 り

背
景
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「ニーファイの折れた弓」ジェレミー・ウィンボーグ画

「そして，わたしニーファイは食糧にする獲物をとるために出て行ったが，見よ，純良な鋼でできているわたしの弓を折ってしまった。
それで，弓を折ってからは，食糧を得ることができなかったので，

見よ，兄たちは弓を使えなくしたことでわたしに大いに腹を立てた。」（1ニーファイ16：18）



世界の多くの
教会員と同じように，
イタリアの末日聖徒は，

福音の聖約で結ばれた家族を
幾世代にもわたって
築こうとしている開拓者です。
古いしきたりと，
周りの文化では当たり前となっている
世俗主義に直面しながらも，
救い主を生活の中心に置き，
子孫の心に脈 と々受け継がれる信仰を
築こうとしているのです。
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